
▼
運
動
会
と
い
え
ば
秋
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
近

は
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。季
節
に

関
係
な
く
、子
ど
も
た
ち
が
元
気

よ
く
駆
け
回
る
姿
は
、見
て
い
る

だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
▼

今
年
も
大
盛
況
と
な
っ
た
ホ
タ

ル
フ
ェ
ス
タ
。特
産
品
販
売
所
に

は
行
列
が
で
き
る
人
気
ぶ
り
で
、

ひ
そ
か
に
狙
っ
て
い
た
旭
志
牛

も
気
付
い
た
時
に
は
売
り
切
れ

で
し
た
▼
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

再
発
見
し
、地
域
と
ま
ち
の
元
気

へ
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
菊
池
遺
産
特
集
。取
材
を
と

お
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
ま
で

何
気
な
く
見
て
い
た
遺
跡
な
ど

も
、そ
の
歴
史
や
言
い
伝
え
を
知

る
だ
け
で
、ま
た
違
っ
た
見
え
方

を
し
ま
す
。遺
産
の
素
晴
ら
し
さ
、

そ
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
身
近
に
あ
る

遺
産
を
見
つ
け
、そ
の
歴
史
に
触

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
野
中

編
集
後
記

菊文館菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家

旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

きくち夏まつり
白龍担ぎ手・浴衣コンテスト参加者募集！

松岡　誠さん

今年も白龍が舞い降りる！

菊池人
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
社会を明るくする運
動強化月間（～30日
まで）

健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　七多セ

６・７カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　旭憩家

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

社会を明るくする
運動菊池市集会
13:30 ～　菊文館

８ ９ 10 11 12 13 14
育児相談
9:30 ～10:30
（受付）西部セ
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

社会保険出張相談
10:00 ～15:00
（要予約）　菊中公

弁護士相談
9:00 ～12:00
（要予約）七多セ
行政相談
10:00 ～12:00
七多セ
すくすく座談会
10:30 ～11:30
児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

献血
9:30 ～11:30
12:30 ～13:30
旭　公
３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会
14:00 ～
泗　図

15
おたのしみ会
14:00 ～　泗　図

16 17
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所

19 20
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公
3歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）菊文館

21
おたのしみかい
10:00 ～　菊公図
古典を楽しむ会
14:00 ～　泗　図
「古代への旅　古代
体験まつり」
午前・午後各1回
出田発掘調査現場

18
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

22 23 24 25 26 27 28
軽トラ朝市
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町

健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ

弁護士相談
9:00 ～12:00
（要予約）　菊中公
行政相談
10:00 ～12:00
菊中公
育児教室
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ
もの忘れ相談会
13:00 ～16:00
菊中公

認知症介護家族の
つどい
13:30 ～15:30
菊中公

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

おはなしの部屋
11:00 ～　泗　図

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会
14:00 ～　泗　図
第18回七城映画の
日　
17:30 ～
七城鴨川公園8/1

６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　旭憩家
～開館記念日～
和菓子作りワーク
ショップ　泗　図
①13:30 ～（20人）
②15:00 ～（20人）

29 30 31 8/2 8/3 8/4
川で遊ぼう（小学生）
9:30（集合）　西部セ
歯科検診2歳6カ月
児13:10 ～13:40
（受付）　菊文館

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11
健康相談
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

育児教室
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30
（受付）七多セ

弁護士相談
9:00 ～12:00
（要予約）七多セ
行政相談
10:00 ～12:00
七多セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

山で遊ぼう（小学生
親子）
10:00（集合）
菊池少年自然の家

H24.7
行 事 予 定

発行・編集
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菊池人
松岡　誠さん
特集

THE菊池遺産
きくち夏まつり
白龍担ぎ手・浴衣コンテスト参加者募集！

TOPICS
泗水 Jr. 新体操クラブ大健闘 !! ／ 2012 きくちホタルフェスタ
in 旭志／梅雨時期の水害に備えて菊池川水防演習／たくさん取
れたよ！泗水東保育園タマネギ収穫　ほか

エンジョイスポーツ
平成 24年度　国民健康保険税

普通交付税のはなし
国民年金情報

健康だより　子どもの腹痛
７月23日から７月29日は「肝臓週間」です／肝炎患者サロン
を開催します／献血にご協力をお願いします／歯ッピーキッズ

文芸きくち
図書だより

はい！こちら菊池市消費生活センターです！
人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
こんにちは金です

情報つう
▼お知らせ
各種手当の現況届受付窓口を設置します／旧壽屋、桜デパート、
アヅマヤ百貨店の商品券をお持ちの人へ／介護予防ミニ講座／
本庁舎と泗水総合支所庁舎の耐震補強工事・エレベーター設置
工事が始まります／７月の「税」の納期限／平成 23年度分情
報公開実施状況の公表／子宮頸がん・乳がん検診／農林水産物
などの販路拡大をお手伝いします！／オオキンケイギクは「特
定外来生物」です！／農地・農業用施設の災害復旧助成事業を
利用できます／「緊急時の節電ご協力お願いメール」登録のお
願い／家庭でできる夏の省エネ節電！／農地問題解消に向けた
新しい支援制度が始まりました／公共事業入札の公表
▼相談
不動産トラブル 110番無料相談会／こころの相談／ものづくり
人材の育成に関する相談を受け付けます／特定テーマごとの日
曜日労働相談／オストメイト相談会（交流会）／もの忘れ相談
会／認知症介護家族のつどい／納税相談夜間窓口を開設します
▼募集／市民の広場
第 21回子ども囲碁・将棋大会／空き家を探しています／市営
住宅中町団地（特定公共賃貸住宅）の入居者を募集します／「英
語の森・きくち」参加者募集！／菊池市地域密着型サービス事
業者を募集します／児童センター夏休み特別企画「川で遊ぼう！
山で遊ぼう！」参加者募集／熊本県インキュベーション施設「夢
挑戦プラザ県北」入居者を募集します／菊池市職員採用試験／
菊池広域連合消防本部職員採用試験／国家公務員採用一般職試
験／「頑張る女性のコミュニケーションＵＰ講座」受講生募集！
／菊池“ゆ”ったりスポーツクラブ弓道教室参加者募集／企画運
営ボランティア委員を募集します！　ほか
▼イベント　ほか
「古代への旅　古代体験まつり・スタンプラリー 2012」／～開
館記念日～「和菓子作りワークショップ」開催！／第 18回七
城映画の日／すくすく座談会開催／Happy Birthday ／休日在
宅当番医　ほか

今 月 の 表 紙
５月 27 日、花房小学校
（田

たな か
中正

まさひろ
浩校長・全校児童

73人）運動会が開催され
ました。表紙は、種目「参
上！花房タイフーン」で
ポールを持って全力疾走す
る児童たち。五月晴れの下、
保護者、先生や地域の皆さ
んの声援を受け、かがやく
笑顔を見せていました。

５月末の人の動き

人口：51,180人 
男性：24,609人 
女性：26,571人
世帯：18,243 世帯 

（対前月比）
（－25）
（－８）
（－17）
（＋25）

Contents ～今月号の掲載項目～
3

14

4

18

20

22

15

24

26

28

32

33

38

牧
まき の
野幸

ゆき お
雄選手と江

え り ぐ ち
里口匡

まさ し
史選手が

ロンドンオリンピック出場決定！
　菊池市出身の牧野幸雄選手（32 歳＝関東自動車工
業所属）と江里口匡史選手（23歳＝大阪ガス所属）が、
ロンドンオリンピックへの切符を手にしました。
　牧野選手は、北京五輪に続き２回目のオリンピック
出場で、ロンドンではセーリング男子 4

フォーティーナイナー
9 e r 級に

高
たかはし
橋賢

けん じ
次さんとのペアで出場します。49er 級は、セー

リングの種目の中で最もスピードが出て、操縦が難し
いとされる種目です。「海の F1」とも呼ばれています。
　江里口選手は６月２日、陸上日本選手権男子 100㍍
で見事４連覇を達成。自身初のオリンピック代表の座
を獲得しました。昨年 7月に行われたアジア選手権で
は男子 400mリレーで優勝し、同種目の世界選手権代
表に選出されるなど、成長著しい選手です。
　お二人の活躍をみんなで応援しましょう！！

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、伝統を受け継いでいる人
など、菊池で頑張っている人
を募集します。本市在住であ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

戦後菊池弓道の祖

松
ま つ お か

岡　誠
まこと

さん（93 歳）
菊 池 人

礼をもって
和を成す

　松岡さんは、19 歳のときに志願して軍隊に入隊し、満洲に７年８カ月
滞在した。無事に帰還すると、戦後は叔父の瓦屋に勤めることになった。
仕事は忙しく、毎晩遅くまで働き詰めだったという。「よく働きましたが、
よく遊びもしました」と笑って話す。しかし、仕事で手を抜くことは絶対
にしなかった。「一つのことをやり始めると、とことんやらないと気が済
まないんです」。弓道もその一つだ。また、松岡さんは花や木を見るのが
好きだ。「花や木は、いろんなことを教えてくれます。桜のように美しく
咲き誇り、潔く散る。そんな生き方をしたいですね」。

12

　

城
山
公
園
に
あ
る
菊
池
市
営
弓
道
場
。
静

寂
な
場
内
に
矢
の
突
き
刺
さ
る
音
が
響
き
渡

る
。
弓
を
引
く
練
習
生
に
鋭
く
も
温
か
い
ま

な
ざ
し
を
送
る
松
岡
さ
ん
は
、
６
月
で
93
歳

を
迎
え
た
。

　
弓
道
を
始
め
た
の
は
50
歳
の
と
き
。「
趣
味

と
健
康
の
た
め
何
か
始
め
よ
う
と
思
い
、
長

続
き
し
て
一
人
で
も
で
き
る
も
の
を
考
え
、

弓
道
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」。
当
時
、
市
内

に
弓
道
場
は
な
く
、
指
導
者
も
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
松
岡
さ
ん
は
昭
和
40
年
、
隈
府
の
西

覚
寺
に
練
習
場
を
整
備
。
県
弓
道
連
盟
か
ら

指
導
者
を
迎
え
、
昭
和
42
年
に
は
市
弓
道
協

会
の
前
身
で
あ
る
菊
池
弓
友
会
を
発
足
し
た
。

　
「
弓
道
は
一
日
も
休
ん
だ
こ
と
は
な
い
」
と

言
う
。
鍛
錬
を
重
ね
、
教
士
７
段
の
資
格
を

取
得
し
た
。
公
式
戦
で
の
優
勝
回
数
は
57
回

を
誇
り
、
昨
年
行
わ
れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２ふ

れ

愛

０
１
１
熊
本
弓
道
交
流
大
会
で
は
、
矢
渡

し
の
儀
式
で
模
範
演
技
を
披
露
。
荘
厳
な
所

作
で
周
囲
を
驚
か
せ
た
。

　

松
岡
さ
ん
は
後
進
の
指
導
に
も
熱
心
で
、

多
く
の
指
導
者
を
輩
出
し
て
き
た
。
な
か
に

は
ア
メ
リ
カ
で
指
導
者
と
し
て
、
松
岡
さ
ん

の
教
え
を
継
承
す
る
門
下
生
も
い
る
。
今
で

も
松
岡
さ
ん
を
慕
う
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　
「
弓
道
の
基
本
は
礼
と
和
」
と
話
す
松
岡
さ

ん
。「
健
康
の
た
め
、
楽
し
み
の
た
め
、
段
を

取
る
た
め
な
ど
、
ど
ん
な
目
的
が
あ
っ
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
礼
と
和
の
心
を
忘
れ
な
け
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
に
続
け
て
い

け
ば
良
い
の
で
す
」
と
思
い
を
語
る
。

　
「
命
あ
る
限
り
続
け
た
い
」
│
。
弓
道
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
松
岡
さ
ん
。
そ
の
ま
な
ざ
し

は
、
決
し
て
曇
ら
な
い
。

牧野幸雄選手
セーリング男子 49er 級

江里口匡史選手
陸上男子 100㍍
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THE 菊池遺産
K i k u c h i  H e r i t a g e

特集

残
し
て
い
き
た
い
も
の
が
あ
る

変
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
が
あ
る

伝
え
て
い
き
た
い
も
の
が
あ
る

し
っ
か
り
と
未
来
へ
│

正
しょ う か ん じ

観寺の樟
くす

認定番号：第特別H21-8 号
菊池武光の菩提寺である熊

ゆ う じ さ ん

耳山
正観寺の西北隅にある大木。樹
高 34㍍、根周り 10.5㍍、樹齢
は約 600 年と推定される。クス
ノキは武光の「墓木」と称せられ、
墓標として植えられたものと言
い伝えられている。
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地域・各種団体で
話し合い推薦

推薦団体

菊池遺産の保護
維持・継承活動

市民の活動を支援
説明看板設置
ガイドブック作成

認定書交付

書類審査・現地調査

受付・書類確認

市　民

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度
以
降

認定審査委員会開催

菊池遺産認定

行　政

活動の継続

募集開始

菊池遺産認定の流れ

THE 菊池遺産
K i k u c h i  H e r i t a g e

特集

菊池遺産認定審査委員長

宮
みやもと
本武

た け お
夫さん  Takeo Miyamoto

Interview

菊池遺産認定第１号
台
うてな

の椋
む く

の大
た い ぼ く

木「妙
みょうけん

見さん」と
地
じ ぞ う

蔵菩
ぼ さ つ

薩
認定番号：第ふるさとH21-1 号
以前は、小船をつないでいたという
椋の巨木があったが、枯死したため、
現在は 2代目の椋として、台城跡の
法面に茂っており、台区のシンボル
として「妙見さん」という呼び名で
親しまれている。地蔵菩薩も祭られ
ている。

岩
いわ も と

本円
え ん つ う じ

通寺史
し せ き

跡公
こ う え ん

園
認定番号：第特別H21-10 号
寺院は、菊池一族の信仰の中
心として繁栄したが、天正年
間に戦禍に焼き払われた。寛
文 7年、玄喜主座により再興
した。明治 33 年、本堂裏の
屏風岩に 88 カ所の修行道が
区民により作られ、石楠花園
も整備されている。

視点は異なりますがどちらも市民の宝物です

「ふるさと遺産」
地域で大切に
されているもの

国指定文化財
県指定文化財
市指定文化財
国登録文化財
名水百選など

「特別遺産」
指定文化財などで
あって、地域に
身近なもの

菊池遺産 指定文化財など

菊
池
遺
産
と
は

　

菊
池
市
に
は
、
先
人
た
ち
に
よ
り
大

切
に
さ
れ
て
き
た
豊
か
な
自
然
、
歴
史

や
伝
統
文
化
な
ど
、
身
近
な
地
域
の
宝

が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

身
近
な
地
域
の
宝
を
将
来
に
継
承
し
て

い
く
た
め
の
制
度
と
し
て
、
平
成
21
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

菊
池
遺
産
制
度
は
、
市
民
と
一
緒
に

保
護
や
活
用
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
づ

く
り
や
地
域
に
あ
る
遺
産
の
掘
り
起
こ

し
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
資
源
を
見
つ
め
直
し
、

郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
た
め
、
教
育

委
員
会
が
主
体
の
市
指
定
文
化
財
と
は

異
な
り
、
市
民
が
選
定
主
体
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

菊
池
遺
産
の
認
定
は
、
行
政
区
や
地

域
づ
く
り
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
、
市
民
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
る

菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
す
。
委
員
会
で
要
件
を
満
た
し

た
も
の
が
、
菊
池
遺
産
に
認
定
さ
れ
、

市
長
が
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
に
菊
池
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

件
数
は
、
平
成
21
年
度
29
件
、
平
成
22

年
度
17
件
、
平
成
23
年
度
18
件
の
計
64

件
で
、
有
形
無
形
問
わ
ず
多
く
の
菊
池

遺
産
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
菊
池
市
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
」

に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
こ
の
支
援

は
、
菊
池
遺
産
の
修
復
に
伴
う
原
材
料

が
対
象
で
す
。
ま
た
、
無
形
文
化
遺
産

に
分
類
さ
れ
る
伝
統
芸
能
な
ど
で
使
用

す
る
物
品
な
ど
も
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
必
要
以
上
の
修
復
や
新
た

に
設
置
を
行
う
費
用
な
ど
は
、
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
る
の
？

市
は
ど
ん
な
支
援
を
す
る
の
？

菊
池
遺
産
認
定
審
査
員
は
、
市
民
14

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
菊
池

遺
産
へ
の
推
薦
が
あ
る
と
、
現
地
を
調

査
し
た
り
現
地
の
人
の
声
を
聞
い
た
り

し
て
審
査
し
、
菊
池
遺
産
に
認
定
し
て

い
き
ま
す
。
推
薦
さ
れ
る
遺
産
は
、
地

域
の
宝
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

る
の
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
菊
池
遺
産
の
認

定
を
き
っ
か
け
に
、
遺
産
の
周
辺

ま
で
き
れ
い
に
し
た
り
村
お
こ
し
に
活

用
し
た
り
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
例
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
遺
産
に
ま
つ
わ
る
言

い
伝
え
を
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
聞

い
て
書
き
残
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
子

ど
も
た
ち
に
「
ふ
る
さ
と
遺
産
」
と
し

て
紹
介
し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
現
在
、
地
域
の
宝

で
あ
る
菊
池
遺
産
を
い
か
に
し
て
保
存

し
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
も
っ
と
広
が

っ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

当
面
は
１
０
０
件
の
認
定
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
順
調

に
増
え
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
眠

っ
て
い
る
地
域
の
宝
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
菊

池
遺
産
は
「
ふ
る
さ
と
遺
産
」
と
「
特

別
遺
産
」
に
分
類
し
、
対
象
を
幅
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
建
物
や
遺
跡
と
い

っ
た
有
形
遺
産
に
限
ら
ず
、
神
楽
や
郷

土
料
理
な
ど
、
無
形
遺
産
も
ど
ん
ど
ん

推
薦
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

菊
池
遺
産
は
、
古
来
よ
り
大
切
に
守

り
続
け
ら
れ
て
き
た
身
近
な
地
域
の
宝

物
か
ら
、
学
術
的
価
値
や
芸
術
的
価
値

を
有
す
る
指
定
文
化
財
な
ど
を
含
め
た
、

広
い
範
囲
の
も
の
を
菊
池
遺
産
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
広
い
範
囲
の
菊
池
遺
産
を
分
類

す
る
た
め
、
国
、
県
、
市
な
ど
の
指
定

が
あ
る
も
の
を
「
特
別
遺
産
」
と
し
、

地
域
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
「
ふ

る
さ
と
遺
産
」
と
し
て
分
類
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
遺
産
」

「
特
別
遺
産
」と
は
？
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今

上木庭

東
ひがしやま

山公
こ う え ん

園
認定番号：第ふるさとH22-7 号
南北朝時代、北朝方の大友勢が南朝方の菊池一族を攻めて来た
時に、菊池勢が陣を構えた所といわれている。公園内にある石
棺は、城家の塚といわれている。

土
つ ち あ み だ ど う

阿弥陀堂
認定番号：第特別H22-4 号
建立年月は不詳であるが、1815 年の記
名石があり、それ以前より村の人々の尊
崇を受けている。毎年12月 14日の祭り
日は、田畑の泥土をもって上塗りしてお
り、豊作の神といわれている。

宝永隧道には毎年４月、地元の小学生が
見学に訪れ、地域に残る遺産について学
習している。

辨戝天からは隈府方面が一望でき、絶好
の散策スポットとなっている。

菊池十八外城の一つである戸崎城址（市
指定文化財）も散策コースの一つ。

地元地区以外からもたくさんの人が参拝
に訪れる辨戝天。本年今区から菊池遺産
への推薦が予定されている。

菊
池
遺
産
で

村
お
こ
し

今区長

木
きのした
下純
じゅんいち
一さん  Junichi Kinoshita

前・今区長

外
と や ま
山幸
ゆきはる
治さん  Yukiharu Toyama

東山公園の名付け親

東
ひがし
　幸
こうしん
臣さん  Koshin Higashi

Interview

Interview

Interview

宝
ほうえいずいどう

永隧道（今
いまむら

村マブ）
認定番号：第特別H22-4 号
1704 年、今・赤星・森北地区の約 100
㌶の水田への灌漑用水のために、山を掘
削して作られた隧道（水のトンネル）。全
長 168 間（約 302㍍）で、３代目河原
杢左衛門の３大事業の一つとされる。

地
域
の
宝
を
た
く
さ
ん
の
人
へ

　
「
４
年
前
か
ら
竹
林
の
伐
採
を
始
め
、

３
年
前
か
ら
遊
歩
道
の
整
備
を
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
区
長
の
木
下
さ
ん
。
今

区
で
は
、
昨
年
認
定
さ
れ
た
菊
池
遺
産

を
は
じ
め
、
辨べ

ん
ざ
い
て
ん

戝
天
や
菊
池
十
八
外
城

の
一
つ
で
あ
る
戸
崎
城
址
な
ど
、
地
区

に
点
在
す
る
遺
産
や
文
化
財
を
活
用
し
、

遊
歩
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
発
起
人

の
一
人
で
あ
る
前
区
長
の
外
山
さ
ん
は
、

「
区
民
だ
け
で
な
く
、
区
外
の
人
や
市
内

の
小
学
生
の
学
習
な
ど
に
役
立
て
て
も

ら
え
た
ら
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

今
の
豊
か
な
生
活
が
あ
る
の
は
、
偉

大
な
先
人
た
ち
の
お
か
げ
と
二
人
は
口

を
そ
ろ
え
ま
す
。
１
０
０
町
も
の
広
大

な
田
園
を
潤
す
宝
永
隧
道
に
は
、
毎
年

地
元
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
木
下
さ
ん
は
、「
遺
産
な
ど
の
大
切

さ
は
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
教
え
る
こ

と
が
大
事
」
と
伝
承
の
秘
訣
を
語
り
ま
す
。

　

訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、

沿
道
に
は
桜
や
紅
葉
な
ど
の
植
樹
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
外
山
さ
ん
は
、「
辨
戝

天
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で
す
よ
。
春
に

は
桜
越
し
に
市
街
地
を
一
望
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
整
備
は

大
変
で
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
は
積
極

的
に
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
」
と

木
下
さ
ん
。
菊
池
遺
産
を
と
お
し
て
地

域
が
一
つ
に
な
り
、
村
お
こ
し
は
続
い

て
い
ま
す
。

THE 菊池遺産
K i k u c h i  H e r i t a g e

特集

人
々
の
憩
い
の
場
所
に
し
た
い

　

５
年
前
に
公
園
の
整
備
を
始
め
た
上

木
庭
区
。
発
起
人
で
公
園
の
名
付
け
親

で
も
あ
る
東
さ
ん
は
、「
村
お
こ
し
で
な

に
か
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
耕
作
放
棄

地
だ
っ
た
桑
畑
を
公
園
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

県
や
市
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
補
助
金
な
ど
を
活
用
。
で
き
る
だ
け

区
費
を
使
わ
ず
、
区
民
有
志
と
一
緒
に

整
備
を
続
け
ま
し
た
。
今
で
は
駐
車
場
、

遊
歩
道
や
東
屋
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
区

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
山
菜
を
取
り
に
来
る
人

も
い
る
し
、
子
ど
も
の
遊
び
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
東
さ

ん
。
眺
め
も
よ
く
、
天
気
が
良
い
日
は

花
岡
山
（
熊
本
市
）
の
仏
舎
利
塔
が
見

え
る
そ
う
で
す
。

　

歴
史
書
か
ら
東
山
公
園
周
辺
が
南
北

朝
時
代
の
古
戦
場
跡
だ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
東
さ
ん
は
、
地
区
の
P
R
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
菊
池
遺
産
に
推
薦
。「
認

定
さ
れ
て
か
ら
は
、
場
所
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
り
、
地
図
の
目
印
と
し

て
使
わ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
る
な
ど
、

学
習
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
遊
歩
道
の
整
備
、
ツ
ツ
ジ
の

植
樹
、
そ
し
て
展
望
台
も
作
る
予
定
で

す
」
と
意
欲
満
々
の
東
さ
ん
。「
た
く

さ
ん
の
人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

村
お
こ
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
も
ら

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」。
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※ 第１回認定（平成 21年）～第２回認定（平成 22年）分の菊池遺産か
ら抜粋しています（順不同）。
※第３回認定（平成 23年度）分は、シリーズ菊池遺産で順次紹介します。

菊池遺産を
紹介します

THE 菊池遺産
K i k u c h i  H e r i t a g e

特集

清
きよ み ず

水水
す い げ ん

源と杉
す ぎ

の大
た い ぼ く

木
認定番号：第特別H21-1 号
七城町清水区にある水源は、熊本県名水
百選に選ばれた遊水地で、300 年を越す
大杉が横たわっており、その水源（杉の下）
から湧水が湧き出ている。この水源地は、
４㌶程の水田を潤し、清水の地名の由来
にもなっている。

菊
き く ち

池温
お ん せ ん

泉１号
ご う せ い

井
認定番号：第ふるさとH21-5 号
菊池温泉の発祥の地。隈府町商工会特別
委員会で温泉掘削が決定され、深度 246
㍍、地下温度 45.3℃で掘削工事を完了。
昭和 29 年 11 月 3 日には浴場開きが行
われ、「隈府温泉」と命名された。昭和
37年には、「菊池温泉」と改名された。

西
さい ご う

郷南
なんしゅう

州先
せ ん せ い

生祖
そ せ ん

先発
はっしょう

祥の地
ち

認定番号：第ふるさとH22-8 号
明治維新で活躍し、西南の役薩軍の将西
郷隆盛の祖先発祥の地。一帯は菊池十八
外城の一つ増永城跡で、初代の城主西郷
太郎政隆は、菊池氏初代則隆の子。その
後裔 26 代西郷九兵衛昌隆のとき、薩摩
に移り住んだという記録がある。

台
うてな

の石
せ き と う

塔（板
い た び

碑１枚
ま い

）
認定番号：第ふるさとH21-2 号
凝灰岩の自然石を利用したこの石塔には、
梵字（バーンク）が刻み込まれてあり、
南北朝時代のもので水島の戦いでの供養
を意味するものではないかと考えられて
いる。「いしぼとけさん」と呼ばれている。

市
い ち の せ

野瀬祝
いわいだに

谷観
かんの ん ど う

音堂
認定番号：第ふるさとH22-1 号
本尊は、十一面観世音菩薩。普段は人が
行かないような所に、凝灰岩層の岩場に
50畳はあろうかと思われる洞窟があり、
観音堂は、その中に建立されている。洞
窟の上に「観世音」の大文字がある。

清
そ う ず

水川
が わ

（湧
ゆ う す い ち

水地）
認定番号：第特別H21-4 号
県道鯛生菊池線に沿った雪野集落にある。
水稲作の用水、野菜の洗い水としての利
用のほか、区民の飲料水として雪野水道
組合で管理している。昭和 60 年８月、
熊本県名水百選に選ばれており、水汲み
客が多い。

菊
き く ち

池隆
たかさ だ

定公
こ う ぼ

墓
認定番号：第特別H22-12 号
上水次区に、３基の古塔がある。墓は五
輪塔や宝篋印塔を寄せ集めて成っており、
中央の高い伽藍塔は菊池隆定の墓、左右
の五輪塔は、隆定の兄長野太郎隆長と弟
砥川三郎秀直の菩提塔。隆定は第６代菊
池隆直の第２子で第７代。

鼻
はな つ き

突地
じ ぞ う

蔵
認定番号：第ふるさとH21-9 号
久米集落の西の外れの三差路にあり、自
然石の中央をくり抜いて、仏像を彫った
中世の石板がはめ込んである。目を閉じ
て、遠くから歩いて像の鼻の部分に指先
が当たると、良縁に恵まれるとの伝承か
らこのように呼ばれている。

村
そんしゃ

社佐
さ ほ が わ

保川八
はちま ん ぐ う

幡宮と春
はるまつ

祭り・秋
あきまつ

祭り
認定番号：第ふるさとH21-12 号
菊池則隆が菊の池城を築城後、祭神を応
神天皇として佐保川八幡宮を勧請。洪水
や焼失により再建され、御遷座を経て平
成８年に現在の社殿に改築された。春祭
り、秋祭りなどが伝統行事として地域住
民に継承されている。

他
た り き

力放
ほうぎゅう

牛石
せ き ぶ つ

仏
認定番号：第ふるさとH21-14 号
鍛冶職人の父七左衛門の死後、息子は仏
門に入り、放牛と改めて父の菩提を弔う
ため 107体の石仏を建立した。この石仏
は 50体目で、享保 13年９月に現在地に
建立されたものである。

延
えんじゅ

寿太
た ろ う

郎屋
や し き

敷跡
あと

認定番号：第ふるさとH21-15 号
菊池氏に刀鍛冶として仕えた円寿太郎国
村が、砂鉄の採取や用水・交通の便が良
いなど、製鉄に適していた西寺に屋敷を
構えた。延寿は同田貫と共に肥後におけ
る代表的刀工で、後に「菊池千本槍」と
呼ばれる槍を作った。

慰
い れ い

霊塔
と う

認定番号：第ふるさとH21-7 号
終戦後、富の原に入植した開拓者におい
て、少年飛行兵ら 38 人の霊を慰めるべ
く昭和 26年、慰霊塔を建立。昭和 32年
からは、小飛会・戦友会などと区民をあ
げて合同慰霊祭が行われている。昭和 62
年に現在の自然石に建て替えられた。

菊
き く ち

池能
よしゆ き

運の墓
はか

認定番号：第特別H21-2 号
菊池能運は、玉名の高瀬での叔父の宇土
為光との戦いがもとで、隈府城で病床に
あった。永正元年、病状が好転せず、23
歳の若さで永眠した。遺体は、隈府正観
寺桐の木の実相院に葬られ、菊池氏の正
統は 22代で絶えた。

姫
ひ め い

井橋
ばし

（馬
うまば し

橋）
認定番号：第特別H21-9 号
県道 329号原・植木線合志川に架かる下
路式アーチＲＣ型の鉄筋コンクリート製
で、大正 14年に完成した橋長 18㍍の橋
梁。初めて牛馬が通れるようになったの
で、通称「馬橋」と呼ばれている。国登
録有形文化財となっている。

赤
あかほし

星井
い で

手
認定番号：第特別H22-6 号
戸崎村大字今に堰を設けて井手口に導き
入れる。この井手は、天承の末期から慶
長年間において加藤清正公の代に開削し
たものである。

山
や ま ざ き く

崎区の玉
たま い し が き

石垣
認定番号：第ふるさとH21-10 号
山崎区内の道路端各所で見られ、農地確
保のため住居を平地に造らず、高台に造
った先人の知恵を顕彰している。玉石は、
平地の水田造成のときに出た石を使って
おり、再利用や、景観を形成するうえで
も優れている。
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石
いし づ ち

鎚
認定番号：第ふるさとH21-8 号
久米八幡宮の境内には、石鎚という呼
び名の総延長約 40㍍の石群がある。
用途や目的は、不明な点が多いため、
西南戦争の陣地跡とも屋敷の石塁とも
言われる説もあるが、昔からイノシシ
やシカよけの柵と伝えられている。

菊
池
遺
産
を

　
　
　募
集
し
ま
す

THE 菊池遺産
K i k u c h i  H e r i t a g e

特集

伝
でん と う

統料
り ょ う り

理菓
が し

子とじこまめ
認定番号：第ふるさとH21- ４号
菊池地方でお祭りやお祝い事の行事食やおやつとして、地元の食材を使用
して作られている伝統料理菓子。かまぼこのように輪切りにして食べる。
菊池地方でも多様な作り方がある。

馬
うま

売
う

り
認定番号：第ふるさとH21-11 号
中片地区や虎口地区で行われ、農耕馬への感謝から始まったと伝えられている。1
月14日に、座元宅で親たちがわらと竹で馬を作り、子どもたちが馬を配る伝統行事。
わらでできた馬は、豊作や家内安全をもたらす縁起物とされている。

推薦対象
　市内にある有形、無形の伝統ある文化や豊かな自然など
地域で誇るべき宝で、建造物・史跡・名所・芸能・自然・
風景・食文化などあらゆるものが対象です。また次のいず
れの要件も満たすことが条件です。
・ 菊池を特徴付け、将来に残す価値あるもの
・ 地域住民などにより保護されているものであって、認定
以後も保護されるとともに地域の振興に活用されるもの
推薦者　行政区や各種団体など
※ 個人や宗教団体または政治的な目的を持つ団体を除く。
推薦書類
　次の書類を提出してください。なお、複数の場合はそれ
ぞれ作成し、提出してください。
・推薦書
・位置図
・写真その他参考資料
・所有者などの各種同意書
　推薦書および同意書については、応募先に設置していま
す。また、ホームページからもダウンロードできます。
アドレス　 http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

machidukuri/_2997/_2773.html
募集締切日　８月31日（金）
応募先　企画振興課または各総合支所総務振興課
問い合わせ先　企画振興課企画振興係　☎0968（25）7250

募集要項

菊
池
の
豊
か
な
自
然
や

伝
統
あ
る
文
化
を

未
来
へ
受
け
継
い
で
い
く

「
菊
池
遺
産
」
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
に
あ
る

地
域
の
宝
物
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
し

後
世
へ
と
つ
な
い
で
い
く
│

　

平
成
21
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
菊
池

遺
産
制
度
。
４
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
菊
池
遺
産
が
誕
生
し
、

菊
池
遺
産
の
情
報
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

取
材
を
進
め
る
な
か
で
、「
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
以
外
に
も
こ
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か
」、「
こ
の
遺
跡
に
そ
ん

な
言
い
伝
え
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
う
ち
の
地
区
に

も
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
」、「
こ

ん
な
遺
産
も
該
当
す
る
ん
で
す
ね
」
と

い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
遺
産
を

き
っ
か
け
に
、
普
段
何
気
な
く
思
っ

て
い
た
地
域
遺
産
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

菊
池
に
は
自
然
や
建
造
物
と
い
っ
た

有
形
遺
産
の
ほ
か
に
も
、
伝
統
芸
能
や

伝
承
料
理
の
よ
う
な
無
形
遺
産
が
数
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
そ
れ
が

有
名
で
な
く
て
も
、
地
域
で
大
切
に
さ

れ
て
き
た
遺
産
は
ど
れ
も
「
ま
ち
の
宝
」

で
す
。

　

地
域
の
宝
を
市
民
全
員
で
共
有
し
、

ま
ち
の
宝
と
し
て
発
信
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
次
の
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
、
そ
の
歴
史
・
伝
統
・
価
値

を
伝
え
、
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
地
域
の
元
気
と
な
り
、
菊
池
の
魅

力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
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無
形
遺
産

とじこまめの作り方
原材料
小麦粉、もち粉、大豆
黒砂糖、菜種油、塩

① 小麦粉ともち粉と水を混ぜ火に
かけ黒砂糖と菜種油と塩を加え
ながら練り上げます。
②大豆を煎り加えます。
③ 適当な量に切り分け、形を整え
てセイロに入れ蒸し上げます。

※ 作り方は地区により異なる場合があ
ります。

親が頭から胴体をわらで作り、子どもが
竹の足を突き刺して完成させる。完成し
た馬は、子どもたちの手で一体ずつお盆
に乗せて各家を回り、馬と交換でお菓子
などをもらう。



　　

５　
　４

泗水Ｊｒ．新体操クラブの皆さん

草刈りを行う測友会の皆さん

　泗水体育館にて城北地区クラブ連盟主催の新体操
スプリング大会が行われました。
　参加人数 70人の中で、泗水Ｊｒ．新体操クラブ
員 20人は、団体・中学生（リボン）・小学生（徒手）
でそれぞれ優勝。また、学年別で行われた個人でも
全ての学年で３位以内に入りしました。
　今年は、オリンピックイヤー。同クラブから将来
のオリンピック選手が育ってくれることを願ってい
ます。

　菊池郡市内に事業所を置く測量関係の会社で組織
する測友会の皆さんが、菊池市泗水グラウンドの草
刈りを行いました。
　測友会によるボランティア作業は、平成 20年度
から続けられ、市内では今年で６回目。当日は快晴
で気持ち良く作業が行え、会員各位の頑張りもあり
予定した範囲より広く草刈りを行うことができまし
た。会員の皆さんは、「少しでも菊池市の役に立て
るよう、頑張って行きたい」と思いを語りました。

泗水Ｊｒ．新体操クラブ
大健闘！！

測友会が清掃ボランティア

５　
　13

５/20
５/27

５　
　12

清掃活動に参加した皆さん

　株式会社フォーリーフジャパンの四つ葉農園の皆
さんが、今回３度目となる千畳河原の清掃活動を滝
区の皆さんと一緒に行いました。
　同農園の皆さんは、「今回は、人吉や八代から参
加してくださった人がいて、滝区の皆さんからも『助
かります』と喜んでいただきました。力になれてう
れしく思います。次回は８月に予定していますので、
頑張ります！」と意欲を語りました。

四つ葉農園の皆さんが
千畳河原で清掃活動

第63回菊池郡市民体育祭
結果一覧

種　目　名 優勝 ２位 ３位 ３位
陸上競技（総合） 合志市 菊池市 大津町
陸上競技（女子） 合志市 菊池市 菊陽町
軟式野球 合志市 大津町 菊陽町 菊池市

ソフトボール（男子） 合志市 菊池市Ａ 菊陽町 菊池市Ｂ
ソフトボール（女子） 菊池市 菊陽町
ソフトテニス 合志市 大津町 菊陽町 菊池市
卓　球 大津町 菊陽町 合志市Ａ・合志市Ｂ ５位 菊池市

バドミントン（男子） 合志市 B 菊陽町 菊池市 B 合志市A
バドミントン（女子） 合志市 B 合志市A 菊池市 B 大津町
バレーボール（男子） 合志市 菊池市Ａ 菊池市Ｂ
バレーボール（女子） 菊池市A 合志市Ｂ 菊陽町・合志市Ａ
バスケットボール（男子） 菊陽町 大津町 合志市 菊池市
バスケットボール（女子） 大津町 菊池市

柔　道 合志市 菊池市
剣　道 菊池市A 合志市A 大津町
銃剣道 菊池市Ｂ 菊池市Ａ 合志市

ゲートボール（男子） 合志市A 菊池市Ａ 合志市 B 大津町
ゲートボール（女子） 合志市 B 菊池市Ａ 菊池市 B 大津町

ボウリング 合志市A 菊池市Ａ 合志市 B
グラウンドゴルフ（男子）合志市 B 大津町 菊陽町 　
グラウンドゴルフ（女子）菊池市Ｂ 菊陽町 大津町

弓　道 大津町 合志市A 菊陽町
サッカー 菊陽町 合志市A 大津町 菊池市A

き
く
ち

ま
つ
り

ちち

ま
つ
り

夏

　
と　
き　
８
月
４
日
㈯　
午
後
５
時
30
分
予
定

　
　
　
　
　
※
雨
天
順
延
８
月
５
日
㈰

　
と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場
菊
池
武
光
公
騎
馬
像
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

白
龍
担
ぎ
手
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
！

　
募
集
内
容　
白
龍
担
ぎ
手　
成
人
男
性
２
０
０
人
程
度

　
　
　
　
　
　
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト　
子
ど
も
の
部　
２
歳
〜
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
の
部　
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

　
申
込
期
限　
７
月
13
日
㈮

　
申
込
方
法　
商
工
観
光
課
ま
た
は
菊
池
市
商
工
会
に
あ
る
応
募
用
紙
に

　
　
　
　
　
　
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
注
意
事
項　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
出
演
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
　
商
工
観
光
課　
　
　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
３

　
　
菊
池
市
商
工
会　
　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
１
３
１

　
　
菊
池
白
龍
会
事
務
局　
（（
社
）
菊
池
青
年
会
議
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８
（
23
）
１
１
１
０

今
年
も
菊
池
に

白
龍
が
舞
い
降
り
る 

│

内　容
◇白龍・子白龍神輿の商店街練り歩きと演出
◇花火　午後８時 30分～午後９時
　 クライマックスには約 3,000 発の花火が夜空を彩
ります。
◇ 七夕飾り　迎町・中央通・立町などの商店街で行
われます。

交通規制（車両通行止め）
◇通行規制箇所　右図のとおり
■８月４日（土）午前 10時～午後 11時 30分
■８月４日（土）午後７時～午後９時 30分
■８月４日（土）午後３時～午後 11時 30分
※ 「べんりカー」は、８月４日（土）全便が警察署
通りへ迂回しますので、この間「菊池中央病院→
立町」は休止します。停留所は、「電鉄プラザ→市
民広場（以降は通常どおり）」です。ご協力をよろ
しくお願いします。
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５　
　25

６　
　２

５　
　22

ステージイベントに参加したくまモン隊と鞠智城マスコットキ
ャラクターの「ころうくん」

市文化財に指定された福本聖母八幡宮
の大楠

1. 旭志小学校４年生の合奏　2. メリーホッパーズのダンス　3. 岩本円通寺太鼓　４. 司会をしたタレントの英
えいたろう
太郎さん（左）と中

ちゅうか
華

首
しゅとう
藤さん（右）、抽選会で１等のテレビに当選した小原区の水

みずたに
谷新

しん じ
次さん（中）

水道施設敷地の草刈りを行う菊池市管工事組合の皆さん赤米朝食に舌鼓を打つ菊池北小の児童たち

６　
　４

６　
　７

６　
　６

泗水東保育園の園児たちは楽しくタマネギを収穫しました

６　
　３

月の輪工法を披露する消防団員の皆さん

1

2 3

4

　小原グラウンドで開催されました。開会式では、
旭志ホタルフェスタ実行委員会の工

く ど う

藤満
み つ お

雄会長と福
村市長のあいさつがあり、引き続き岩本円通寺太鼓、
旭志小学校４年生による合奏、メリーホッパーズの
ダンスやフラダンスなどが披露され、会場を盛り上
げました。終盤には来場者お待ちかねの抽選会が行
われ、会場の盛り上がりも最高潮に達した後、フィ
ナーレはホタルセレナーデの総踊りでしめやかに
フェスタを締めくくりました。

　泗水町福本、聖母八幡宮の大楠が、市の文化財
（天然記念物）に指定されました。聖母八幡宮は約
700 年の歴史ある神社で、見事な枝振りを見せる
大楠は、おそらく神社創建当初に植えられたと考え
られています。
　また、この巨木
に生息する「ヨナ
キガイ」の風習に
より、地域住民に
親しまれている点
などが「菊池市に
とって重要であ
る」と判断され、
今回の指定となり
ました。

　ＫＫＲホテル博多（福岡市中央区）で、本市の豊
富な農産物の消費拡大と観光客などの集客を目的
に、山鹿市と共同で「菊池・山鹿×博多美食の宴」
が開催されました。このイベントは昨年 10月に続
き３回目。福岡市内から 173 人が来場し、本市産
の米や黒毛和牛などを堪能しました。また、ステー
ジイベントにくまモン隊が参加し、本市の甲冑武者
や山鹿灯篭踊り保存会と共にイベントを盛り上げま
した。今回は前回以上に、本市への集客や農産物の
消費拡大に期待が高まるイベントとなりました。

　菊池市管工事組合（本
ほんどう

藤　徹
とおる

組合長）の 15業者
が水道施設の清掃ボランティアを行いました。同組
合は水道週間にあわせて毎年ボランティア活動を実
施しており、本年は旭志地区の配水池と水源地の除
草と清掃活動を実施。伸びていた草もきれいに刈り
取られ、見違えるほどきれいになりました。
　本藤組合長は、「私たちは菊池の水から命と元気
をいただいています。水道業務をとおして菊池市の
発展に貢献していきたい」と話しました。

　菊池北小学校４・５年生 20人を招き、赤米を使っ
た朝食バイキングが市内のホテルでありました。こ
の赤米は、５月に同校から菊池温泉観光旅館協同組
合に寄贈されたもので、ご飯、おかゆ、生地に赤米
を練り込んだピザのほか、地元食材を使った料理が
振る舞われました。６年生の青

あおもと

本珠
み わ

和さんは、「と
てもおいしかったです。頑張って作った甲斐があり
ました。赤米で菊池市を PRしていただきうれしい
です」と感謝の言葉を述べました。

　泗水東保育園（鳩
は と の

野ヨシ子園長）で、園児たちに
よるタマネギの収穫がありました。これは同園が食
育の一環として毎年行っているもので、今回は例年
以上に豊作となりました。同園ではタマネギのほか、
ピーマン、サツマイモ、枝豆、ジャガイモ、キュウ
リなども栽培。鳩野園長は、「野菜が苦手な子ども
でも、自分で作ると食べるようになるんです」と笑
顔を見せました。収穫したタマネギは給食などで使
い、特別養護老人ホーム泗水苑にも配りました。

　梅雨入りを前に、菊池市七城町高島の菊池川河川
敷で開催されました。菊池市水防団員や安全協力会
など約 400人が参加して行われた演習では、「大雨
で菊池川が増水し、氾濫の恐れがある」との想定で
実施。堤防が崩れるのを防ぐ「木流し工法」、堤防
を浸透して出てくる漏水の拡大を防ぐ「月の輪工法」
などを披露しました。実施した各班は、班長の指揮
の下、本番さながらの機敏な行動で、真剣に演習に
取り組んでいました。

　同フェスタは近年、県内外から多くの見物客が訪
れるようになり、会場は多くの人でにぎわいました。
特産品まつりとして、JA旭志青年部、商工会青年
部および女性部、母子会、青年団、四季の里旭志、
物産館出資組合、旭志村ふれあいセンターの出店が
あり、特産の旭志牛などを販売。どこも行列ができ
る人気ぶりで、菊池の魅力を存分に PRしました。

福岡都市圏で菊池市の
物産などＰＲイベントを開催

2012きくちホタルフェスタ in 旭志

福本聖母八幡宮の大楠が
市文化財に指定されました

菊池市管工事組合が
水道施設の清掃活動

たくさん取れたよ！
泗水東保育園タマネギ収穫

おいしかったよ！
赤米朝食バイキング

梅雨時期の水害に備えて
菊池川水防演習
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坂
さかた
田はるみさん

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税)

は
、

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
保
険

証
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
る
と
き
に

必
要
な
医
療
費
の
大
切
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
に
つ
き

算
定
し
た
医
療
給
付
費
分
の
保
険
税

（
以
下
「
医
療
分
」）
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
支
援

金
分
」）、
そ
し
て
国
保
加
入
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
以
下
「
第

２
号
被
保
険
者
」）
に
つ
き
算
定
し
た

介
護
納
付
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
介

護
分
」）
の
合
算
額
と
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

に
な
り
ま
す
。
加
入
者
一
人
一
人
が

納
税
義
務
者
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で

な
い
場
合
で
も
家
族
の
中
に
国
保
の

加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
納
税
の
義

務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
な
ど
は
全
て
、
世
帯

主
宛
て
に
届
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
税
率

　　

平
成
24
年
度
の
税
率
な
ど
は
表
１

平
成
24
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

の
と
お
り
で
す
。
昨
年
度
か
ら
の
税

率
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
減
適
用

　

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

医
療
分
と
介
護
分
の
均
等
割
、
平
等

割
に
つ
い
て
の
み
、
７
割
・
５
割
・

２
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
申
告
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

７
割
軽
減

　国
保
加
入
者
全
員
（
擬
制
世
帯
主

区　分 医療分 支援金分 介護分

所得割（前年中の
所得に応じて） 8.0％ 2.5％ 2.0％

均等割
（加入者１人当たり） 28,000 円 7,800 円 10,000 円

平等割
（１世帯当たり） 25,000 円 7,500 円 7,000 円

課税限度額 510,000 円 14,000 円 120,000 円

（表 1）税額＝医療分＋支援金分＋介護分（40歳～ 64歳）

を
含
む
）
お
よ
び
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
の
所
得
の
合
計
が
、
33
万
円
以

下
の
世
帯

５
割
軽
減

　

国
保
加
入
者
全
員
（
擬
制
世
帯
主

を
含
む
）
お
よ
び
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
の
所
得
の
合
計
が
、
33
万
円

+

24
万
５
千
円
×
世
帯
主
を
除
く
国

保
加
入
者
数
の
人
数
以
下
の
世
帯

２
割
軽
減

　

国
保
加
入
者
全
員
（
擬
制
世
帯
主

を
含
む
）
お
よ
び
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
の
所
得
の
合
計
が
、
33
万
円

+

35
万
円
×
擬
制
世
帯
主
を
除
く
国

保
加
入
者
数
の
人
数
以
下
の
世
帯

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
さ

れ
た
人
は
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・ 

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職

し
た
人

・ 

雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格

者
」
、
ま
た
は
「
特
定
理
由
離
職

者
」

・ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し
た
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
（
離
職

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
）
を
お

持
ち
の
人
・
離
職
日
時
点
で
65
歳

未
満
の
人

※ 

「
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者

証
」
や
「
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給

資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
内
容

　

非
自
発
的
失
業
者
本
人
の
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て

国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
し
ま
す
。

※ 

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な

い
場
合
は
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
税

務
署
へ
の
確
定
申
告
書
の
提
出
、

ま
た
は
市
へ
の
市
県
民
税
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
減
期
間 

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
で
す
。

（
例
：
平
成
24
年
３
月
31
日
に
離
職
し

た
場
合
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

※ 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と

終
了
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
持
参
す
る
も
の

　
・「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　
・
印
か
ん

　
申
請
場
所

　
・
税
務
課

　
・
各
総
合
支
所
市
民
税
務
係

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
）
の
人
は
、
年
間
の
税
額
を
８

期
に
分
け
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
７
月
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
る
人
に
は
、
１
年
間

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま

す
の
で
、
納
期
ご
と
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
人
は
毎
月
25

日
ご
ろ
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
あ

り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
み
の
世
帯
で

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
）
は
、
年

金
よ
り
天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、
申

し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）

へ
の
変
更
も
で
き
ま
す
。

納期限
第１期 7月 31日（火） 第５期 11月 30日（金）

第２期 8月 31日（金） 第６期 12月 25日（火）

第３期 10月１日（月） 第７期 平成 25年 1月 31日（木）

第４期 10月 31日（水） 第８期 2月 28日（木）

納期限

仮徴収

４月

徴収

10月

６月 12月

８月 平成 25年２月

普通徴収の人の納期

特別徴収の人の納期

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

バ
ッ
ゴ
ー

総
会

菊
池〝
ゆ
〞っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
に
関
わ
っ
て

新ユニフォームバッゴー

総会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イ

エ
ン
ジ
ョ
イ

エ
ン
ジ
ョ
イスポ
ー
ツ
問い合わせ先
菊池市

スポーツ推進委員
協議会広報部

☎0968（25）7234

No.20
　

４
月
11
日
、
清
流
荘
に
て
菊
池
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
総
会
を
行
い

ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
に
な
っ
て
初
め

て
の
総
会
で
す
。
本
来
な
ら
任
期
途

中
な
の
で
辞
令
交
付
は
な
い
は
ず
で

す
が
、
新
法
に
な
り
名
称
も
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
各
委
員
が
新
し

い
辞
令
を
頂
き
ま
し
た
。

　

法
が
変
わ
っ
て
具
体
的
に
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
だ
私
た
ち

　

約
15
㌢
角
の
ビ
ー
ン
バ
ッ
グ
を
、

傾
斜
し
た
ボ
ー
ド
に
向
か
っ
て
ア
ン

ダ
ー
ス
ロ
ー
で
投
げ
、
得
点
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
す
。 

　

50
歳
を
過
ぎ
て
仲
間
と
マ
ラ
ソ
ン

に
初
挑
戦
し
た
沖
縄
。
練
習
は
つ
ら

い
け
れ
ど
、
完
走
し
た
充
実
感
や
、

仲
間
と
囲
む
名
物
料
理
や
ビ
ー
ル
は

最
高
だ
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

し
て
い
る
と
、
大
会
の
運
営
や
地
元

の
盛
り
上
が
り
な
ど
が
気
に
な
る
。

地
域
と
行
政
が
一
体
感
の
あ
る
大
会

は
、
走
っ
て
い
て
も
楽
し
く
て
不
思

議
に
疲
れ
な
い
の
だ
。
人
気
の
あ
る

大
会
に
は
、
遠
方
で
も
参
加
し
て
み

た
い
。
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
費

１
万
円
を
出
費
し
た
が
、
２
回
目
も

走
り
た
い
と
思
え
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
１
番
手
軽
に
で

き
る
運
動
だ
。
目
標
は
「
ピ
ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
」
の
人
生
。
楽
し
み
な
が
ら

の
体
力
作
り
に
は
、
時
間
も
経
費
も

要
ら
な
い
か
も
・
・
・
。

         　
　
　
　
　
（　
Ｍ
・
Ｎ　
）

に
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。「
体た

い
し指
」
と

略
し
て
い
た
名
称
も
ど
う
な
る
の

か
？　

総
会
で
の
話
題
も
、
そ
の
あ

た
り
の
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

委
員
の
つ
ぶ
や
き

　去る３月 18日菊池“ゆ”ったりスポーツクラ
ブの設立総会が行われ、４月より活動を始めて
います。総合型地域スポーツクラブとして生ま
れたクラブの名前は、菊池温泉の「湯」と、気
長にスポーツを楽しもうという「ゆったり」を
掛けています。私は、設立準備委員として２年
間活動してきました。毎月会議を行い、クラブ
の目標、理念などについて話し合ったり、スポー
ツに関する市民アンケート調査をして、実施す
る種目の検討も行いました。また、すでに実施
されているクラブへ出向いて研修も行いました。
　スポーツ推進委員を中心に活動を始めて３カ
月が過ぎました。現在、教室を６講座、サーク
ル活動を５種目行っています。会員数は目標の
半分足らずです。まだまだ周知不足のようです。
もっと会員を増やす努力と工夫をしていかなけ
ればならないと思っています。会員が増えると
講座やサークルも増えて、クラブの魅力も増す
と思います。皆さん、“ゆ”ったりスポーツクラブ
の会員になって、運動不足を解消しませんか？
　運動能力アップを図るジュニアの講座では、
日体協の資格を持った講師が指導しています。
無料体験実施中！参加お待ちしています。

　

全
国
や
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
な
ど
の
動
き
を
見
な
が
ら
、

歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、職
務
に
つ
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
の
職
務
」
が
明
記
さ
れ
、

「
企
画
・
立
案
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
役
割
」
が
我
々
に
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

今
年
発
足
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
し
っ
か
り
と
軌
道
に
乗

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
も
、
我
々

の
大
き
な
職
務
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　

総
会
で
、
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
全
員
で
統
一
し
た
服
を
作
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。半
袖
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
で
、
今
流
行
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く

ま
モ
ン
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

濃
い
ピ
ン
ク
と
、
色
鮮
や
か
で
す

の
で
目
立
つ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
見
か
け
た
ら
、
一
声

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

台
上
に
ビ
ー
ン
バ
ッ
グ
が
乗
れ
ば

１
点
、
ホ
ー
ル
に
入
れ
ば
３
点
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
競
技
に
男
女
差
、

年
齢
差
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も

魅
力
で
す
。
ボ
ー
ド
間
の
距
離
を
調

節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
ナ
ー

競
技
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
幅
広

い
用
途
に
対
応
で
き
る
お
勧
め
の
競

技
で
す
。
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問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報

　国民年金第１号被保険者の老齢基礎年金に、さらに上乗
せできる公的な個人年金制度として「国民年金基金」があ
ります。
メリット
・加入時の掛金は60歳まで変わりません。
・経済状況に応じて途中での口数の増減もできます。
・ 掛金は全額、社会保険料控除の対象となりますので、確
定申告により税金が軽減されます。
・加入時に将来の年金額が分かります。
・ 年金は終身年金が基本ですので、一生涯受給できます。
・受け取る年金は公的年金控除の対象となります。
・ 万が一のときには、遺族一時金が支給されます。（Ｂ型
は除く）
受け取る年金月額

加入するときの年齢 １口目の
年金月額

２口目以降の
年金月額

20歳０月から
35歳０月まで 20,000 円 10,000 円

35歳１月から
45歳０月まで 15,000 円

5,000 円45歳１月から
50歳０月まで 10,000 円

※ １口目（終身年金）の年金月額は、Ａ型、Ｂ型ともに同
額です。
※ ２口目以降の年金月額に口数を乗じた額が１口目の年金
に加算されます。
※ 50歳１月以降に加入する人の年金額は、加入時年齢（月
単位）によって異なります。

　対象となる人には、お住まいを管轄する年金事務所から
７月上旬までに「現況届」が送付されますので、必要事項
を記入し、7月末日までに市民課または各総合支所民生課
市民税務係窓口へ提出してください。なお、現況届に併せ
て診断書を提出しなければならない場合には、現況届欄の
ある診断書が送られてきますので、医師に記入してもらい
期限までに提出してください。
　疾病によっては、レントゲンフィルムや心電図などの添
付を必要とすることがあります。
　上記の年金を受け始めてから１年以内の人、年金が全額
支給停止となっている人、および障害基礎年金の額が障が
いの程度が変わったことにより改定されてから１年以内の
人は、現況届を提出する必要はありませんので、現況届は
送付されません。

　自分で記入できないため、親族など代理の人が記入する
場合は、受給権者の欄などをもれなく記入し、「代理人署名
欄」に代筆者の氏名・住所を記入してください。
※ 住民基本台帳ネットワークにより現況が確認された人に
ついても「所得状況届」が送付されるので、同様に提出
が必要です。

７種類の給付の型をご自分の将来設計に合わせて
加入できます。
　老齢基礎年金は繰り上げ受給を除き 65歳から受給開始
となりますが、国民年金基金の２口目には、60歳から受給
できる年金が３種類あります。

加入する型 受取り期間 保証期間 遺族一時金

１口目
Ａ型 65歳から一生涯 80歳まで15年間 あり

Ｂ型 65歳から一生涯 保証期間なし なし

２口目
以降

Ａ型 65歳から一生涯 80歳まで15年間 あり

Ｂ型 65歳から一生涯 保証期間なし なし

Ⅰ型 65歳～ 80歳 80歳まで15年間 あり

Ⅱ型 65歳～ 75歳 75歳まで10年間 あり

Ⅲ型 60歳～ 75歳 75歳まで15年間 あり

Ⅳ型 60歳～ 70歳 70歳まで10年間 あり

Ⅴ型 60歳～ 65歳 65歳まで５年間 あり

※ 50歳１月以降に加入する人は、Ⅳ型およびⅤ型には加入
できません。
※詳しくは熊本県国民年金基金までお問い合わせください。

問い合わせ先　熊本県国民年金基金
　　　　　　　☎ 096（387）2220

国民年金基金に加入して年金を増やしませんか！　

7月は障害基礎年金の現況届提出月です！　
( 対象者 ) 障害基礎年金の受給者で
○ 20歳前に初診日のある障がいにより年金を受けている人
（年金証書の年金コード上２桁が 63の人）例　年金コード「６３５０」
○旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている人
（年金証書の年金コード上２桁が 26の人）例　年金コード「２６５０」

市 の 財 政 情 報

普
通
交
付
税
と
は

　
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市

町
村
間
の
税
収
格
差
を
調
整
す
る
よ
う
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
交
付
税
は

国
が
徴
収
し
た
国
税
５
税
（
所
得
税
、
法
人

税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
の
一
部

で
賄
わ
れ
、
一
定
の
合
理
的
な
基
準
で
国
か

ら
市
町
村
へ
再
配
分
さ
れ
ま
す
。

合
併
の
財
政
支
援
は

ど
う
な
っ
て
る
の
？

　　

市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
市
町
村
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
費
の
節
約
が
可
能
に
な
る
の

で
、
交
付
税
額
も
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
経
費
の
節

減
は
、
合
併
直
後
か
ら
で
き
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
、
財
政
支
援
と
し
て
合
併
後

10
年
間
は
、
旧
市
町
村
が
存
在
す
る
も
の
と

み
な
し
て
、
合
算
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に

交
付
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
優
遇
措
置
で
あ
り
、

そ
の
「
差
額
」
は
、
各
年
度
で
約
14
億
円
か

ら
17
億
円
あ
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

合
併
10
年
後
は
ど
う
な
る
の
？

　　
合
併
後
10
年
を
過
ぎ
た
平
成
27
年
度
か
ら

段
階
的
に
５
年
間
か
け
て
そ
の
差
額
が
縮
減

さ
れ
、平
成
32
年
度
に
は
終
了
し
ま
す
。（
表

２
参
照
）

※ 

普
通
交
付
税
額
は
、
毎
年
算
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、「
一
本
算
定
額
」
も
上
乗
せ

さ
れ
る
「
差
額
」
も
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

ま
と
め

　
本
市
の
歳
入
の
多
く
は
、
普
通
交
付
税
に

依
存
し
て
い
る
状
況
の
た
め
、
こ
の
削
減
は

市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
将
来
的
な
財
政
の
健
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
事
務
費
や
人
件
費
な
ど

を
中
心
に
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
優
遇
措
置
が
終
了
し
た
平
成
32
年
度
以
降

も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
満
足
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

普通交付税のはなし
問い合わせ先　財政課　☎ 0968（25）7205

菊池市の一般会計収入の約３割を占めている
普通交付税について説明します。
（広報きくち５月号参照）

表２

優遇措置の差額
14.1 億円

14.1 億円

14.7 億円

15.5 億円

15.4 億円

16.9 億円

H17

H18

H19

H20

H21

H22

表１
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968（25）7219

健康だより

子どもの腹痛 子どもの病気やけがの対処方法などの目安をお知らせし、いざというとき、落
ち着いて対処してもらうことを目的に、奇数月に「すこやか子育て健康情報」
を掲載しています。記事は、菊池郡市医師会の先生にご協力いただいています。

　

子
ど
も
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、「
お

な
か
が
痛
い
」
と
い
う
訴
え
を
よ
く

体
験
さ
れ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

２
歳
く
ら
い
に
な
れ
ば
、
腹
痛
を
表

す
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
程
度

は
、
し
ば
ら
く
の
間
様
子
を
み
て
い

て
い
い
も
の
か
ら
、
緊
急
の
処
置
を

必
要
と
す
る
も
の
ま
で
多
彩
で
す
。

　

ま
ず
、
ど
の
辺
り
が
痛
い
の
か
、

下
痢
や
便
秘
を
伴
っ
て
い
る
の
か
ど

う
か
、
感
冒
症
状
、
発
熱
の
有
無
な

ど
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
、

判
断
に
迷
う
と
き
に
は
躊
躇
な
く
、

小
児
科
や
小
児
外
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

慌
て
な
く
て
い
い
腹
痛

　

風
邪
を
ひ
い
て
い
た
り
、
下
痢
を

し
て
い
る
子
ど
も
が
腹
痛
を
訴
え
て

い
て
も
、
元
気
が
あ
っ
て
、
お
も

ち
ゃ
や
絵
本
で
気
を
紛
ら
わ
せ
る
と

腹
痛
を
忘
れ
る
よ
う
な
ら
ば
、
急
ぐ

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
事

も
普
段
の
半
分
以
上
も
食
べ
て
い
た

ら
、
あ
ま
り
心
配
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

注
意
す
べ
き
腹
痛

　

腹
痛
を
我
慢
で
き
ず
に
泣
き
続
け

た
り
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
り
、
お

腹
を
触
る
と
激
し
く
泣
く
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
受
診
し
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。
お
腹
を
触
る
と
、

硬
く
て
張
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る

場
合
も
早
急
に
受
診
し
た
方
が
良
い

症
状
で
す
。
さ
ら
に
、
乳
児
と
幼
児

に
大
き
く
分
け
て
代
表
的
な
疾
患
を

挙
げ
て
み
ま
す
。

◆
乳
児
の
腹
痛

①
生
後
３
カ
月
頃
の
乳
児
が
手
足
を

体
に
く
っ
つ
け
る
よ
う
に
曲
げ

て
発
作
的
に
激
し
く
泣
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
腸
内

に
ガ
ス
が
た
ま
る
こ
と
が
原
因

で
す
が
、
そ
の
後
ケ
ロ
ッ
と
し

て
機
嫌
が
良
け
れ
ば
ま
ず
問
題

な
い
で
し
ょ
う
。 

②
腸
重
積
症　

４
カ
月
か
ら
２
歳
ま

で
、
特
に
５
カ
月
か
ら
１
歳
ま

で
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
腸
の

一
部
が
重
な
り
入
り
込
ん
で
起

こ
る
一
種
の
腸
閉
塞
で
す
。
症

状
は
異
様
な
泣
き
方
で
始
ま
り
、

機
嫌
が
悪
く
、
嘔
吐
を
繰
り
返

し
、
ぐ
っ
た
り
し
た
状
態
に
な

り
ま
す
。
浣
腸
し
て
、
血
便
が

出
れ
ば
腸
重
積
症
が
強
く
疑
わ

れ
ま
す
。
初
期
で
あ
れ
ば
、
空

気
整
復
や
高
圧
浣
腸
で
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

処
置

が
遅
れ
る
と
手
術
と
な
り
ま
す
。

③
消
化
不
良
症
（
急
性
下
痢
症
）

　

下
痢
や
嘔
吐
が
あ
り
、
腸
の
ぜ
ん

動
が
亢こ

う
し
ん進
し
て
い
ま
す
の
で
激

痛
が
あ
り
ま
す
。
下
痢
や
嘔
吐

が
続
く
と
脱
水
症
を
起
こ
し
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
、
点
滴
な

ど
が
必
要
で
す
。 

④
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
の
嵌か
ん
と
ん頓　

そ
け

い
ヘ
ル
ニ
ア
を
持
つ
子
ど
も
が

嵌
頓
を
起
こ
す
と
腸
閉
塞
を
お

こ
し
、
整
復
で
き
な
い
と
き
は
緊

急
手
術
が
必
要
で
す
。
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア
を
持
つ
子
ど
も
が
異
様

な
泣
き
方
を
す
る
と
き
は
、
そ

け
い
へ
ル
ニ
ア
の
部
位
が
膨
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
て

く
だ
さ
い
。
膨
れ
て
盛
り
上
が
っ

て
い
る
よ
う
な
ら
、
す
ぐ
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
幼
児
の
腹
痛

①
急
性
下
痢
症
、
感
冒
性
下
痢
症

　

最
も
頻
度
が
多
い
疾
患
で
、
腹
痛

を
よ
く
伴
い
ま
す
が
、
子
ど
も

で
も
我
慢
で
き
る
範
囲
で
す
。 

②
再
発
性
臍さ
い
せ
ん
つ
う

仙
痛　

３
歳
か
ら
６
歳

頃
ま
で
の
幼
児
は
、
原
因
が
分

か
ら
な
い
腹
痛
を
よ
く
訴
え
ま

す
。
突
然
へ
そ
の
周
り
が
痛
み

だ
し
、
４
〜
５
分
す
る
と
ケ
ロ
ッ

牧診療所　田
たがみ
上弘
ひろふみ
文 医師

　

Ｂ
型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
感
染

し
て
も
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
感

染
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
と
進

行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

肝
炎
は
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

　

県
で
は
、
各
保
健
所
や
県
内

６
４
０
の
医
療
機
関
で
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
人
は
、
早
め
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
す

の
で
、
短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

お
よ
び
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療

の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

菊
池
保
健
所

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
３
８

と
こ
ろ　

旭
志
公
民
館

と

　き　
７
月
12
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

内

　容　

４
０
０
ml
献
血

そ
の
他　

現
在
、
４
０
０
ml
献
血

の
需
要
が
と
て
も
高
く
な
っ
て

７
月
23
日
か
ら
７
月
29
日
は

「
肝
臓
週
間
」
で
す

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

５
月
18
日
・
25
日
の

歯
科
検
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

岩い
わ
き木
飛た
か
と翔　
（
○菊　

野
間
口
）

岩い
わ
き木
翔し
ょ
う
や耶　
（
○菊　

野
間
口
）

兵ひ
ょ
う
ど
う藤
美み
ず
き月　
（
○菊　

野
間
口
）

池い
け
だ田
理り

こ来　
（
○菊　

花
房
台
）

小こ
い
け池
萌も
え
か日　
（
○菊　

立
町
）

米よ
ね
む
ら村
太た
い
す
け甫　
（
○菊　

高
野
瀬
）

古ふ
る
た田　

蒼あ
お
い　
（
○菊　

高
野
瀬
）

髙た
か
の野
颯そ
う
し志　
（
○菊　

高
野
瀬
）

と
し
て
い
る
が
、
ま
た
し
ば
ら

く
し
て
痛
み
を
訴
え
る
の
が
特

徴
で
す
。
こ
の
病
気
は
子
ど
も

が
痛
み
を
誇
張
し
て
親
の
気
を

引
く
た
め
の
手
段
と
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
慌
て
ず
に
経
過

を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

③
急
性
虫
垂
炎　

乳
幼
児
期
に
発
症

し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
発
生

率
は
高
く
な
り
ま
す
。
大
人
の
場

合
は
、ま
ず
心し

ん
か窩
部
（
み
ぞ
お
ち
）

に
腹
痛
を
訴
え
、
痛
み
は
次
第

に
右
側
腹
部
に
限
局
し
て
く
る

の
が
特
徴
で
す
。
子
ど
も
の
場

合
は
典
型
的
で
な
い
こ
と
が
あ

り
、
２
〜
３
日
の
間
に
腹
痛
が

次
第
に
増
強
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
早
目
に
受
診
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
は
、
病
状

の
進
行
が
速
い
こ
と
も
念
頭
に

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

肝
炎
患
者
や
ご
家
族
の
人
が
互

い
に
気
軽
に
話
せ
る
場
所
を
提
供

し
、
肝
炎
治
療
な
ど
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
を
通
し
て
、
不
安
や
悩

み
を
解
消
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
肝
炎

肝
炎
患
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

前ま
え
だ田
美み

ゆ優　
（
○菊　

深
川
）

佐さ
と
う藤
哉か
な
た汰　
（
○菊　

大
塚
）

松ま
つ
う
ら浦
心み
さ
と聖　
（
○菊　

大
琳
寺
）

上う
え
だ田
喜よ
し
ひ
ろ大　
（
○菊　

南
古
閑
）

田た
し
ろ代
愛あ
い
り理　
（
○七　

雇
用
促
進
住
宅
）

鶴つ
る　

真ま
ひ
ろ瑳　
（
○七　

新
村
）

佐さ

さ

き
々
木
美う

い衣（
○七　

大
尺
）

安や
す
だ田
翔し
ょ
う
い
ち
一　
（
○泗　

富
の
原
東
）

木き
や
ま山
遥は
る
と斗　
（
○泗　

朝
日
団
地
）

永な
が
み見
優そ

ら空　
（
○泗　

富
の
原
一
）

豊と
よ
ひ
さ久
心こ
は
る陽　
（
○泗　

富
納
）

菅か
ん　

夢ゆ
め
か花　
（
○泗　

村
吉
）

酒さ
か
い井
心こ

は

ね
羽
音（
○泗　

永
）

橋は
し
ず
み住　

光ひ
か
る　
（
○泗　

堂
迫
団
地
）

松ま
つ
う
ら浦
蓮れ
ん
と冬　
（
○泗　

薬
師
）

髙た
か
え江
拓た
く
と斗　
（
○泗　

永
）

宮み
や
も
と本
詩し

さ茶　
（
○泗　

竹
の
下
）

園そ
の
だ田
心こ
は
る春　
（
○泗　

辰
頭
西
団
地
）

長な
が
た田
春し
ゅ
ん
す
け
輔　
（
○泗　

富
の
原
台
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い

た
後
の「
仕
上
げ
磨
き
」が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
甘
い
も
の
を
控
え
る

こ
と
」、「
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
」、「
歯

を
強
く
す
る
こ
と
」、「
定
期
健
診
を

受
け
る
こ
と
」
を
心
掛
け
、
む
し
歯

ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん

は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
中
の
た
め
に
な
る
話
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

内　

容　

専
門
医
か
ら
肝
炎
の
最

新
治
療
の
話
、
自
由
に
情
報
交
換

す
る
「
語
ら
い
の
時
間
」
な
ど
。

※
お
住
ま
い
の
場
所
に
近
い
会
場
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
（
複
数
の

会
場
へ
の
参
加
も
可
）
。

と
き
・
と
こ
ろ

◆
７
月
10
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分　

　

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

山
崎
記
念
館

◆
７
月
20
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

熊
本
県
玉
名
地
域
振
興
局

　

４
階
大
会
議
室

◆
７
月
26
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

熊
本
県
八
代
地
域
振
興
局

　

５
階
大
会
議
室

問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
８
３

い
る
こ
と
か
ら
、
４
０
０
ml
の
献

血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

服
薬
に
関
す
る
基
準
が
若
干
変
更

に
な
っ
た
こ
と
で
、
薬
を
飲
ん
で

い
る
人
で
も
献
血
を
お
願
い
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
総
合
判
断
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
身
分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
一

緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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と し ょ だ よ り

～おたのしみ会特別企画～
「ぬいぐるみと一緒のおはなし会」
と　き　７月15日（日）午後２時～
ぬいぐるみを一緒につれてきてね。
「ぬいぐるみのお泊まり会」（定員 20名）
と　き　７月15日（日）～７月17日（火）
ぬいぐるみを図書館にお泊まりさせてみよう！
夜の図書館でぬいぐるみたちはどんな事をするのかな？
その様子をカードにしてプレゼントします。
※詳しくは館内配布のチラシまたはホームページをご覧ください。
問い合わせ・申込先　泗水図書館　☎ 0968（38）6866

第３回読書感想画・ブックレター募集
　旭志公民館図書室で今年も募集します。入賞者は
菊池市旭志文化祭で表彰します。
　詳しい内容は、旭志公民館図書室までお問い合わ
せください。皆さんからの応募をお待ちしています。
募集期間　７月 23日（月）～９月 29日（土）
問い合わせ・申込先　旭志公民館図書室
　　　　　　　　　　☎ 0968（37）3111

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

旅行、料理、経済、実用書、小説、
児童書、絵本などたくさんの新着
本を取り揃えています。あなたの
読みたい本を教えてください。ご
要望に沿えるよう、スタッフ一同
頑張ります！（中央公民館図書室）

停電の夜に　ジュンパ・ラヒリ　著（出版社　新潮社）
午後８時から１時間だけ５日間の停電。そのろうそく
の灯されたキッチンで秘密を打ち明け合う若夫婦。ゆ
らめく光りが二人の微妙な距離感を暗示し最後の夜が
訪れた時…。インド系女流作家ならではの作品背景で
描く表題を含む味わい深い９編の短編集。（泗水）

耳より情報

泗水図書館
霖雨
夜をぶっとばせ
叛鬼
うふふな日々
食といのち
飼い喰い　三匹の豚とわたし
ドレスを着た男子
こころの家
絵気分上々　
中央公民館図書室
熊本県人　
ここはボツコニアン　
勇者様にいきなり求婚されたのですが
おねがいフェアリー７　
ねんねのうた　　

七城公民館図書室
僕はお父さんを訴えます　
泣き虫チエ子さん１

旭志公民館図書室
ようちえんがばけますよ
朱鳥の陵

葉
はむ ろ
室　鱗

りん
　著

井
いのうえ
上荒

あ れ の
野　著

伊
いと う
藤　潤

じゅん
　著

あさのあつこ　著
辰
たつ み
巳芳

よ し こ
子　著

内
うちざわ
澤旬

じゅんこ
子　著

デイヴィッド・ウォリアムズ　著
イヴォナ・フミエレフスカ　著

森
もり
　絵

え
都
と
　著

渡
わたなべ
辺京

きょう
ニ
じ
　著

宮
み や べ
部みゆき　著
富
とが し
樫聖

せ い や
夜　著

みずのまい　作
いちかわくみこ　作

友
とも
井
い
　羊
ひつじ
　著

益
ま す だ
田ミリ　著

宮
みやもと
本文

ふ み お
雄　著

宮
みや
　次

つ ぎ お
男　著

万
句
の
里
俳
句
会　
５
月
句
会

雨
の
糸
よ
ひ
ら
の
咲
き
て
紺
深
し　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東　
　
鈴
子

青
空
の
下
は
大
地
の
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
美
代
子

阿
蘇
五
岳
く
っ
き
り
映
す
田
代
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木　
敬
治

仏
壇
に
話
し
か
け
て
は
新
茶
酌く

む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
出　
　
貞

ま
む
し
草
な
ぜ
か
向
か
う
を
む
い
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中　
君
枝

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
５
月
例
会

更
衣
す
が
し
き
風
の　
に
佇
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

法
要
に
故
人
の
育
て
し
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

春
愁
や
音
を
引
き
ず
る
古
時
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

母
の
日
や
物
無
き
時
の
母
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

幾
許
の
余
生
許
さ
れ
新
茶
く
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会　
５
月
詠
草

春
う
ら
ら
園
児
が
担
ぐ
樽
神
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

せ
せ
ら
ぎ
の
小さ

ざ
な
み波

ひ
か
り
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
の
り
子

野
苺
を
摘
め
ば
遠
き
日
蘇よ

み
が
える

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾　
ヨ
シ
コ

湧
く
水
の
流
れ
さ
ら
さ
ら
芹
を
摘
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
桜
会　
5
月
例
会

待
っ
と
っ
た　
メ
ー
ル
で
届
く
サ
ク
ラ
咲

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野　
清
子

て
れ
え
っ
と　
幸
せ
ち
ゅ
う
は
こ
ぎ
ゃ
ん

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

待
っ
と
っ
た　
包
丁
も
研
ぎ
坊
主
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

両
方
か
ら　
攻
め
ら
れ
て
も
う
逃
げ
ら
れ

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

ず
ば
り　
正
論
吐
く
と
は
嫌
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

肥
後
狂
句
水
笑
会　
５
月
例
会

一
遍
ど
ま　
愛
し
て
る
て
ち
言
う
て
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

一
遍
ど
ま　
あ
の
世
と
や
ら
ば
見
て
み
た

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

あ
く
し
ゃ
な
も
ん　
草
は
暇
な
し
生
え
ち

く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

春
う
ら
ら　
着
物
も
や
っ
と
軽
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

先
進
医
療　
だ
け
ん
お
墓
も
先
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

七
城
短
歌
会　
５
月
詠
草

庭
隈
に
タ
ン
ポ
ポ
の
花
一
つ
咲
く
穂
綿
飛

び
散
る
春
が
間
も
な
し　
　
松
岡
ミ
チ
エ

花
畑
に
ピ
ン
ク
の
小
花
咲
き
ほ
こ
り
両
手

に
包
み
名
を
問
う
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木　
　
精

夫
看
取
り
手
抜
き
し
さ
庭
と
り
ど
り
の
花

が
賑
あ
う
春
を
待
た
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
カ
ツ
子

色
付
き
し
サ
ク
ラ
ン
ボ
鳥
の
啄
み
ぬ
孫
の

記
念
樹
を
知
る
由
も
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下　
陽
子

煙
草
畑
は
裏
白
見
せ
て
翻
り
招
く
が
ご
と

く
風
渡
り
ゆ
く　
　
　
　
　
村
上　
幾
雄

高
齢
者　
５
月
歌
会

陽
を
浴
み
て
朝
の
散
歩
は
楽
し
か
り
吾
を

迎
ふ
る
菜
の
花
の
道　
　
　
中
津　
ツ
ユ

足
痛
め
意
の
ま
ま
な
ら
ぬ
日
々
な
れ
ど
友

の
励
ま
し
心
に
沁
み
る　
　
今
坂　
文
子

麗
ら
な
る
丘
に
身
を
寄
せ
花
見
な
す
咲
き

み
つ
桜
に
よ
き
短う

た歌
う
ま
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
岡　
百
枝

さ
ざ
波
の
ご
と
く
寄
せ
来
る「
花
」の
歌

詞
花
散
り
し
今
再
び
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
田　
郁
子

念
願
の
先
祖
の
碑
建
て
安
堵
せ
り
亡
き
夫

植
ゑ
し
白
牡
丹
咲
く　
　
　
北
村　
玉
恵

菊
池
短
歌
会　
６
月
詠
草

五
月
風
棕
櫚
の
葉
鳴
ら
す
夕
ま
ぐ
れ
と
り

と
め
も
な
き
思
ひ
め
ぐ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田　
衣
子

こ
も
り
ゐ
て
童
話
の
世
界
に
あ
そ
び
を
り

至
福
の
と
き
ぞ
わ
が
戯
作
三
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀　
勝
士

い
つ
咲
き
て
散
り
し
楝
か
そ
の
陰
を
恃
み

て
寄
す
る
野
の
車
椅
子　
　
竹
野
美
智
代

新
緑
に
卆
寿
近
づ
く
ク
ラ
ス
会
本
音
語
ら

ひ
泣
き
笑
ひ
す
る　
　
　
　
中
川　
愛
子

育
て
た
る
金
魚
草
二
本
枝
殖
え
て
家
族
の

さ
ま
に
こ
ん
も
り
と
咲
く　
中
原
ち
え
子

じごくのラーメンや
苅
かんだ
田澄

すみ こ
子　著（出版社　教育画劇）

じごくって知ってる？まっかな血の池があるこわーい
ところ。そんなじごくにラーメンやができたらしい。
それは、からいからい血の池ラーメン。これを全部食
べたら天国へ行けるよ。お店はいつも大行列。さあ、
誰か全部食べることができるでしょうか。（旭志）

ねこざかなのたまご
わたなべゆういち　著（出版社　フレーベル館）

ねことさかなはとても仲良し。ときどき、ねこがさかな
の中に入ってねこざかなになります。ある日、ジャング
ルの中でたまごを見つけました。何のたまごかな？さっ
そくねこざかなになってあたためてみると…（七城）

くまくんと６ぴきのしろいねずみ
クリス・ウォーメル　著（出版社　徳間書店）

ある日の夕方、ぬいぐるみのくまくんは散歩にでかけ
ました。森にやってきたくまくんは、６ぴきの迷子に
なったしろいねずみと出会います。森のおそろしい獣
からねずみを守るためのくまくんのアイデアとは…。
くすっと笑える楽しい絵本です。（中央）
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菊
池
北
中
学
校
３
年

中な
か
が
わ川　
透と

お
るさ
ん

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       82

乳
児
ふ
れ
合
い
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

　
ぼ
く
達
の
学
年
は
、
５
月
に
乳
児
ふ

れ
合
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
達
の
活

動
の
た
め
に
、
総
勢
18
組
も
の
母
親
と
赤

ち
ゃ
ん
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
６
組
ず
つ
の
母
親
と
赤
ち
ゃ

ん
で
始
ま
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、
十
人
十

色
と
い
う
言
葉
が
一
番
似
合
っ
て
い
ま

し
た
。
人
見
知
り
を
し
て
す
ぐ
に
泣
き

出
す
赤
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、
お
と
な
し

く
て
、
ぼ
く
達
が
着
が
え
を
さ
せ
て
も

落
ち
着
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し

た
。
ぼ
く
が
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
と
赤
ち
ゃ

ん
に
は
泣
か
れ
た
け
ど
、
周
り
の
母
親
や

保
健
師
さ
ん
達
か
ら
は
、
上
手
な
抱
き
方

だ
と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

こ
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
時
に
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
い
と
こ
は
年
下
の
子
が
多
く
、

小
学
生
や
園
児
、
な
か
に
は
赤
ち
ゃ
ん
も

い
ま
す
。
昔
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す

る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
少
し
は
慣
れ

て
い
ま
し
た
。
乳
児
ふ
れ
合
い
体
験
で

抱
っ
こ
し
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
い
と
こ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
重
な
っ
て
と
て
も
か
わ
い
く

見
え
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
ぼ
く
の
い
と
こ
は
７
人
い
ま

し
た
。
お
盆
の
時
や
年
末
年
始
に
は
、
親

戚
同
士
の
集
ま
り
で
よ
く
顔
を
会
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
か
ら
約
３
年
前

の
夏
に
、
い
と
こ
の
一
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
最
初
に
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
、

自
分
の
耳
を
疑
い
ま
し
た
。
少
し
前
ま
で

会
っ
て
い
た
人
が
死
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
、
全
く
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
と
こ
の
通
夜
と
葬
式
の
時
に
会
っ
た
、

い
と
こ
の
母
親
と
父
親
と
兄
弟
は
、
み

ん
な
泣
い
て
い
ま
し
た
。
通
夜
に
集
ま
っ

た
先
生
も
友
達
も
家
族
も
み
ん
な
泣
い

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
泣
か
な
い
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
自
然
に
泣
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
悲
し
い
よ
う
な
苦
し

い
よ
う
な
何
と
も
言
え
な
い
不
思
議
な

気
持
ち
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
い
と
こ

の
死
を
決
し
て
忘
れ
た
く
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
３
年
経
ち
、
亡
く
な
っ
た

い
と
こ
を
含
め
て
８
人
目
の
い
と
こ
が

誕
生
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
時
は
う
れ
し

く
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
や
っ

ぱ
り
人
は
死
ぬ
よ
り
、
生
き
る
こ
と
や
生

ま
れ
る
こ
と
の
方
が
自
分
も
う
れ
し
い

し
、
周
囲
の
人
達
も
う
れ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

前
読
ん
だ
本
の
な
か
に
、「
人
の
世
の

中
は
死
ぬ
人
が
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
自
分
な
り

に
深
く
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
考
え
方
は

少
し
寂
し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分

勝
手
な
考
え
方
だ
け
ど
人
間
の
気
持
ち

と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
ぼ
く
は
こ
の
乳
児
ふ
れ
合

い
体
験
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
習
し
ま

し
た
。
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
や
、
赤
ち
ゃ

ん
の
着
が
え
を
通
し
て
の
接
し
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き
を
こ
の
学
習
の
ま

と
め
と
し
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
の
い
と
こ
の
話
に
つ
い
て
、
一

人
死
ん
で
一
人
生
ま
れ
た
こ
と
を
、
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
で
ゼ
ロ
と
い
う
よ
う

に
考
え
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
人
は
一

人
ひ
と
り
同
じ
命
の
重
さ
が
あ
る
の
で
、

生
ま
れ
る
新
し
い
命
も
、
死
ん
で
い
く

命
も
、
同
じ
く
ら
い
の
視
点
で
見
つ
め

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
か
ら
先
、

新
し
く
誕
生
す
る
命
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

菊池遺産展
期　間　7月6日（金）
　　　　～7月22日（日）
　平成21年度から平成23年度
までに認定された、菊池遺産全
64カ所の写真を展示します。

竹細工展
※同時開催：菊池南中学校美術部作品展
期　間　7月24日（火）～８月19日（日）
　県伝統工芸館で学んだ
人々の力作を展示、販売し
ます。生活の中で息づく竹
細工をぜひご覧ください。
　また、体験もできます。材
料代１作品500円です。
お気軽にご参加ください。

開館時間　午前９時～午後６時
　　　　　※期間中の休館日はありません

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　

菊
池
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
拠
点
で
あ
る
「
き
く
ち
ふ
る
さ
と

水
源
交
流
館
」
で
は
、
地
域
の
力
を

借
り
て
農
業
・
自
然
体
験
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
出
会
い
は
関
わ
っ
た
人
・
地

域
を
元
気
に
し
ま
す
。
長
期
・
短
期
、

国
内
外
を
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
条
件　

高
校
生
以
上
の
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
（
未
成
年
者
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
）。

登
録
方
法　

来
館
の
登
録
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kirari@
suigen.org

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
27
）
０
１
０
７

・
宛
先　
〒
８
６
１

－

１
４
４
１

　
　
　
　
菊
池
市
原
１
６
０
０
番
地

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
後
に
ご
希
望

を
伺
い
、
内
容
や

日
時
を
調
整
し
ま

す
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国際ボランティア

三人展
期　間　～７月16日（月）　米田幸一
　写真好きな３人がそれぞれに撮影した風景、ホタルなど
の写真を展示しております。

村上誠写真展
期　間　７月18日（水）～７月29日（日）
　Team磯太郎　村上誠
　今回は過去の写真展でご要望が多かった海上自衛隊の
艦艇を展示し、主にヘリ母艦「ひゆうが」をご紹介します。

まちかど資料館企画展　大正・昭和レトロ展
期　間　～7月29日（日）
　古き良き時代大正、希望を胸に
がむしゃらに頑張った昭和の時
代、ちょっとだけ立ち止まって大
正と昭和の風を感じてください。
レトロ館、千年の風館（土・日の
み）で同時開催。

わいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

　

１
９
９
８
年 

４
月
、
慶
尚
北
道
中

部
の
安
東
で
昔
の
（
土
葬
し
た
）
お

墓
を
他
所
に
改
葬
し
て
い
た
と
き
、

驚
く
べ
き
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
。

最
初
、
若
い
女
性
の
衣
服
が
次
々
出

た
の
で
女
性
の
墓
と
思
っ
た
。
と
こ

ろ
が
服
を
取
り
出
す
と
男
性
の
遺
体

が
現
れ
た
。
そ
の
遺
体
の
胸
は
、
韓

紙
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
覆
っ
て
い
た
韓
紙
に
は
「
ウ
ォ

ニ
（
子
ど
も
の
名
前
）
の
お
父
さ
ん

へ
。
丙
戌
年
（
１
５
８
６
年
） 

６
月
１

日
、
妻
よ
り
」
と
書
い
て
い
た
。
な

ん
と
４
１
２
年
ぶ
り
に
世
間
に
公
開

さ
れ
た
妻
か
ら
亡
く
な
っ
た
夫
へ
の

手
紙
だ
っ
た
。

　

手
紙
は
妻
か
ら
夫
へ
ハ
ン
グ
ル
で

書
い
た
も
の
で
「
あ
な
た
へ
の
想
い

は
今
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
深
い
悲
し
み

の
中
に
沈
ん
で
い
る
」
と
い
う
切
な

い
内
容
に
人
々
は
胸
を
打
た
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
本
当
に
人
々
を
驚
か
せ

た
副
葬
品
、
そ
れ
は
亡
夫
の
枕
元
に

あ
っ
た
ミ
ト
ゥ
リ
（
最
高
級
の
草
履
）

だ
っ
た
。
綺
麗
に
韓
紙
で
包
ん
だ
草

履
の
材
料
は
人
の
髪
の
毛
だ
っ
た
。

胸
上
の
韓
紙
に
は
「
私
の
髪
を
切
っ

て
草
履
を
編
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
履

い
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
い
た
。 

妻
は
夫
の
闘
病
生
活
の
間
、
愛
情
深

く
自
分
の
髪
で
草
履
を
作
っ
た
。
し

か
し
、
夫
は
草
履
を
履
く
こ
と
な
く

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
驚
く
べ
き
副
葬
品
の
発
見
で

人
々
の
関
心
は
亡
夫
は
勿
論
、
哀
切

な
愛
の
手
紙
を
書
い
た
妻
に
向
け
ら

れ
た
。「
日
々
あ
な
た
と
共
に
寝
起

き
し
て
あ
な
た
に
尋
ね
た
で
し
ょ
う
。

他
の
人
た
ち
も
私
た
ち
の
よ
う
に
い

と
お
し
く
愛
し
合
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
」 

流
麗
な
文
体
の
恋
文
を
書
く

ほ
ど
見
聞
広
く
愛
に
率
直
だ
っ
た
女

性
。
初
め
て
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
時
、

男
女
の
愛
情
表
現
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
い
た
４
２
６
年
前
に
こ
れ
ほ
ど
率

直
な
愛
情
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚

い
た
。
切
な
く
亡
き
夫
を
偲
ぶ
女
性

の
愛
に
自
然
に
頭
が
下
が
っ
た
。　

　
「
夫
婦
は
一
体
だ
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
後
悔
を
残
さ
な
い
よ
う
４
２
６

年
前
、
遺
体
の
上
に
置
か
れ
た
妻
の

恋
文
の
よ
う
に
率
直
に
話
そ
う
。「
小

さ
な
事
に
忠
実
な
人
は
、
大
き
い
事

に
も
忠
実
で
あ
る
」
と
い
う
格
言
の

よ
う
に
日
々
感
謝
し
た
ら
、
た
と
え

明
日
永
遠
の
別
れ
が
来
て
も
悔
い
は

残
ら
な
い
だ
ろ
う
。
４
２
６
年
前
こ

の
女
性
に
で
き
た
こ
と
が
、
今
の
私

た
ち
に
で
き
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

４
２
６
年
前
の
恋
文

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇26

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

太
陽
光
発
電

　

太
陽
光
発
電
や
そ
の
他
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
ト
ラ
ブ

ル
も
増
え
て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
設
置

補
助
金
が
あ
り
、
余
剰
電
力
買
い
取

り
制
度
な
ど
、
国
や
自
治
体
の
政
策

と
し
て
導
入
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
事

前
に
申
請
書
を
提
出
し
交
付
決
定
を

受
け
て
か
ら
工
事
を
開
始
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
古
い
家
屋
の
場
合
は
、

補
修
補
強
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
専
門
家
の
診
断
を
受
け
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
樹
木
や

山
な
ど
に
よ
る
影
の
影
響
で
発
電
量

に
影
響
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
に
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
に

反
射
し
た
光
が
近
隣
家
庭
に
迷
惑
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
の
発
電
シ
ス
テ
ム
の
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
の
平
均
価
格
は
、
中
古

住
宅
の
場
合
約
60
万
円
で
す
。
３
〜

４
㌗
が
目
安
と
な
る
の
で
２
０
０
万

円
以
上
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
余
剰
電
力
買
い

取
り
制
度
で
電
力
会
社
が
買
い
取
っ

て
く
れ
ま
す
が
、
各
家
庭
の
電
力
使

用
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
余
剰
電

力
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
十
分
な
検

討
が
必
要
で
す
。
こ
の
制
度
と
公
的

補
助
金
に
つ
い
て
、「
ロ
ー
ン
は
売
電

収
入
に
よ
っ
て
負
担
に
な
ら
な
い
」

「
公
的
補
助
制
度
が
も
う
す
ぐ
な
く
な

る
」
な
ど
誤
解
を
招
く
恐
れ
の
あ
る

説
明
を
し
て
設
置
を
急
が
せ
る
業
者

も
あ
り
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
際
に
屋
根
に
損
傷
を

与
え
、
後
に
な
っ
て
雨
漏
り
が
起
こ

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
す
る
前
に
、
す
で
に
設
置
し

た
人
に
聞
い
た
り
、
自
分
で
調
べ
て

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る

な
ど
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
急
が
さ
れ

て
契
約
す
る
と
、
後
で
後
悔
す
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

太
陽
電
池
の
耐
用
年
数
は
20
年
以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
電
さ

れ
る
の
は
直
流
電
流
で
あ
り
、
交

流
電
流
に
変
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
装
置
が
必
要
で
す

が
、
そ
の
耐
用
年
数
は
10
年
か
ら
15

年
程
度
で
す
。
設
置
後
も
数
年
に
一

度
の
点
検
が
必
要
で
、
交
換
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
契
約
の

際
に
は
保
障
・
点
検
な
ど
に
つ
い
て

も
、
良
く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑪

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口
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問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

　

旧
株
式
会
社
壽
屋
（
寿
屋
、
現
株
式

会
社
Ｋ
Ｔ
Ｂ
：
熊
本
県
熊
本
市
）
、
桜

デ
パ
ー
ト
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）
、

ア
ヅ
マ
ヤ
百
貨
店
（
宮
崎
県
延
岡
市
）

が
発
行
し
た
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
は
、

資
金
決
裁
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
同

社
が
委
託
し
て
い
る
発
行
保
証
金
か
ら

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
出
期
限　
8
月
24
日
㈮　

消
印
有
効

申
出
方
法　
郵
送
の
み
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
出
書
、
商
品
券
を
九
州
財

務
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出

書
は
九
州
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kyusyu.m
of.go.jp/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
の
配
布
を
希
望
す
る
人
は
九
州

財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 　

両
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
平

成
25
年
２
月
末
ま
で
を
工
期
に
実
施
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
駐
車
場
が
狭

く
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
予
想

　

手
当
て
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現

況
届
を
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
超
過

で
支
給
額
が
０
円
の
人
も
含
み
ま
す
。

対
象
者
に
は
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
況
届
の
受
付
窓
口
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
手
当　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

提
出
期
間

・
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈮

・
そ
の
他
の
手
当

　

８
月
13
日
㈪
〜
９
月
10
日
㈪

受
付
窓
口

・
児
童
扶
養
手
当

旧
壽
屋
、
桜
デ
パ
ー
ト
、
ア
ヅ
マ
ヤ

百
貨
店
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
へ

本
庁
舎
と
泗
水
総
合
支
所
庁
舎
の

耐
震
補
強
工
事
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
す

各
種
手
当
の
現
況
届
受
付
窓
口
を

設
置
し
ま
す

お
知
ら
せ

※
直
接
取
り
に
来
る
人
は
、
九
州
財
務
局
、

大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
各
財
務
事

務
所
お
よ
び
名
瀬
出
張
所
に
備
え
置

い
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
出
先

　

〒
8
6
0

－

8
5
8
5　

熊
本
県
熊

本
市
西
区
春
日
2
丁
目
10
番
1
号

九
州
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三
課

　

☎
0
9
6
（
3
5
3
）
6
3
5
1

７月の「税」の納期限
７月 31日（火）

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎0968(25)7206
　固定資産税係　　☎0968(25)7207

　●国民健康保険税　第１期
　●固定資産税　第２期
※口座振替を利用している人は、　
７月 25 日（水）に振替を行い
ますので、残高の確認をお願い
します。

介護予防ミニ講座
高齢者の食生活シリーズ⑦

しっかり食べて、すこやかに
～海藻類を食べましょう～
　海藻には食物繊維がたくさん含まれます。さら
に、キャベツなどの淡色野菜に比べてカルシウム
が２～３倍、体内でビタミンＡになるカロテノイ
ドは２～ 15倍も含みます。食物繊維は小腸での
糖質やコレステロールの吸収をゆるやかにして、
糖尿病や動脈硬化などを予防する効果が期待でき
ます。また、食物繊維の一部は腸内環境を整える
作用があり、発がん物質などをつくる有害細菌の
生育を抑制して、大腸がんの発生率を下げる効果
が期待できます。
◆ワンポイント　海藻類を買う時には、艶があり
肉厚なものを選びましょう。カルシウムの吸収を
助ける働きのあるクエン酸やビタミンＤやタンパ
ク質を、海藻類と一緒に食べると効率的にカルシ
ウムを取ることができます。
▼カルシウムの吸収を助ける食品
クエン酸：梅干、酢、米酢、レモン
ビタミンＤ：魚介類、卵、きのこ類
タンパク質：魚介類、肉類、卵、大豆製品
問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968（25）7216

　

８
月
15
日
㈬
〜
８
月
16
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

本
庁
１
階
小
会
議
室
・
各
総
合
支
所

　

民
生
課

・
そ
の
他
の
手
当

　

８
月
16
日
㈭
〜
８
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

本
庁
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

・
児
童
扶
養
手
当　

子
育
て
支
援
課　

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

・
そ
の
他
の
手
当　

福
祉
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　

各
総
合
支
所
民
生
課

さ
れ
、
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
は
土
日
祝
日
を
基
本
に

行
う
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

私
た
ち
の
２
人
に
１
人
近
く
が
、
が

ん
に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
、
が
ん
で

命
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
子
宮
が

ん
と
乳
が
ん
は
女
性
特
有
の
が
ん
で
す
。

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
ウ
イ
ル
ス
感
染

や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
係
し
て
い
る
た

め
、
他
の
が
ん
と
違
っ
て
、
30
〜
40
歳

代
の
若
い
世
代
に
多
い
が
ん
で
す
。
子

宮
が
ん
と
乳
が
ん
と
も
に
早
期
発
見
す

る
こ
と
で
、
身
体
に
負
担
が
少
な
い
方

法
で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
、
治
る
確

率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
平
成
24
年
度　

健
診
申
込

書
」
を
基
に
別
表
の
と
お
り
子
宮
頚
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
申

し
込
み
を
し
て
い
る
人
に
は
、
後
日
、

問
診
表
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
申
し
込

項目 実施期間 ところ 個人負担額

個
別
検
診

7 月 2日（月）
～７月 31日（火）
11月 1日（木）
～ 11月 30日（金）
※日曜・祭日を除く

個別検診実施
医療機関参照

20～ 69歳　1,600 円
※無料クーポン対象者は

無料
70歳以上　500円

集
団
検
診

8 月 1日（水）
～８月 12日（日）
9月 6日（木）
～９月 14日（金）

菊池養生園

20～ 69歳　1,200 円
※無料クーポン対象者は

無料
70歳以上　500円

※個別検診と集団検診の両方を受診することはできません。

検診項目 対象者 個人負担額

乳房超音波検査 20歳以上 20～ 69歳　1,000 円
70歳以上　300円

マンモグラフィ 40歳以上
40～ 69歳　1,000 円

※無料クーポン対象者は無料
70歳以上　500円

※乳房超音波検査またはマンモグラフィ検査のどちらかになります。

子宮頸がん検診
◆対象者　20歳以上
※ただし、妊娠中・婦人科疾患治療中の人は除きます。
◆持参するもの　問診票、個人負担金、健康手帳（お持ち
の人）、健康保険証

◆個別検診実施医療機関（市内の産婦人科医院）
・黒川産婦人科医院
　午前9時～午後0時30分
　午後２時45分～午後5時30分
　水曜・土曜は午後0時30分まで（午後は休診）
　第４木曜は正午まで、または午後4時～5時30分
・齋藤産婦人科医院
　午前9時～正午、午後2時～午後6時
　木曜・土曜の午後は休診
・米田産婦人科医院
　午前8時30分～正午、午後2時～午後5時30分
　木曜・土曜の午後は休診

別表

乳がん検診～集団健診～
◆実施期間　８月１日（水）～８月 12 日（日）
　　　　　　９月６日（木）～９月 14 日（金）
◆ところ　菊池養生園
◆持参するもの　問診票、個人負担金、健康手帳（お持
ちの人）、健康保険証

み
し
て
い
な
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
差
し
上
げ
ま
す

　

節
目
年
齢
の
人
を
対
象
に
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
無
料
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
６
月
に
「
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳

・
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

※
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

☎
0
9
6
8
（
25
）
7
2
1
9

平
成
23
年
度
分

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

情
報
公
開
実
施
状
況

　

菊
池
市
情
報
公
開
条
例
第
32
条
お
よ

び
同
施
行
規
則
第
12
条
に
規
定
す
る
実

施
状
況
（
行
政
文
書
の
開
示
）
を
公
表

し
ま
す
。

①
行
政
文
書
開
示
の
請
求
件
数

②
行
政
文
書
開
示
の
決
定
件
数

③
行
政
文
書
不
開
示
の
決
定
件
数

④
不
服
申
立
て
の
件
数

⑤
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況

⑥
そ
の
他
運
用
状
況
に
関
す
る
こ
と

◆ 

市
長
部
局　

①
22
件　

②
19
件　

③

３
件　

④
１
件　

⑤
棄
却　

⑥
０
件

◆ 

教
育
委
員
会
部
局

　

 

①
３
件　

②
３
件　

③
０
件　

④
０

件　

⑤
０
件　

⑥
０
件

◆ 

水
道
局　

①
１
件　

②
１
件　

③
０

件　

④
０
件　

⑤
０
件　

⑥
０
件

　

農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議
会
は
、
開

示
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
運
用
状
況

　

菊
池
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
38
条

お
よ
び
菊
池
市
個
人
情
報
保
護
条
例
施

行
規
則
第
16
条
に
規
定
す
る
運
用
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

①
自
己
情
報
開
示
の
請
求
件
数

②
自
己
情
報
開
示
の
決
定
件
数

③
自
己
情
報
不
開
示
の
決
定
件
数

④
不
服
申
立
て
の
件
数

⑤
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況

⑥
そ
の
他
必
要
な
事
項

◆ 

市
長
部
局　

①
２
件　

②
０
件　

③

２
件　

④
０
件　

⑤
０
件　

⑥
０
件

　

な
お
、
自
己
情
報
の
訂
正
請
求
、
削

除
請
求
、
利
用
ま
た
は
提
供
の
中
止
請

求
に
つ
い
て
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農

業
委
員
会
、
水
道
局
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
お
よ
び
議
会
は
、
自
己
情

報
に
関
す
る
一
切
の
請
求
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
１
１
１
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

LED電
球 白熱電球

「
緊
急
時
の
節
電
ご
協
力
お
願
い
メ

ー
ル
」
登
録
の
お
願
い

農
林
水
産
物
な
ど
の
販
路
拡
大
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

助
成
事
業
を
利
用
で
き
ま
す

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

「
特
定
外
来
生
物
」
で
す
！

　

電
気
の
需
給
が
大
変
厳
し
い
見
通
し

と
な
っ
た
場
合
に
、
予
め
登
録
さ
れ
た

お
客
さ
ま
に
電
気
の
需
給
状
況
を
お
知

ら
せ
し
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、「
緊
急
時
の
節
電
ご
協
力
お
願

い
メ
ー
ル
」
へ
の
ご
登
録
１
件
に
つ
き
、

1
0
0
円
を
九
州
電
力
か
ら
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
寄
付
し
ま
す
。（
具
体
的

寄
付
内
容
は
節
電
期
間
終
了
後
に
登
録

者
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

登
録
方
法　
次
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
登
録
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
携
帯
電
話

　

http://kyuden.jp/

・
パ
ソ
コ
ン

　

http://w
w
w
.kyuden.co.jp/

※ 

登
録
前
に
〝kyuden.co.jp

〞
ド
メ

イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る

よ
う
、
携
帯
電
話
の
設
定
変
更
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
メ
ー
ル
配
信
の
ご
利
用
に
当
た
り
、

登
録
料
・
情
報
料
は
発
生
し
ま
せ
ん

が
、
別
途
、
携
帯
電
話
会
社
へ
の
通

信
料
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
企
業
専
用
ド
メ
イ

ン
を
使
用
し
て
い
る
携
帯
電
話
へ
の

メ
ー
ル
配
信
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
大
津
営
業
所

　

☎
0
1
2
0
（
9
8
6
）
6
0
2

　

県
で
は
、
商
談
会
や
熊
本
フ
ェ
ア
・

研
修
会
な
ど
の
販
路
拡
大
に
関
す
る
情

報
を
、
電
子
メ
ー
ル
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
登
録

も
可
）
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
信
す
る
に
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

　

県
内
に
在
住
し
、
主
た
る
事
務
所
を

県
内
に
置
く
人
、
ま
た
県
産
農
林
水
産

物
ま
た
は
こ
れ
を
原
材
料
と
し
た
商
品

の
販
売
を
行
う
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も

登
録
で
き
ま
す
。
登
録
料
や
会
費
な
ど

は
無
料
で
す
。
や
る
気
あ
ふ
れ
る
事
業

者
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
2
7
9

 

・ 

県
農
林
水
産
部
流
通
企
画
課
（
流
通
・

　
促
進
班
）

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
９
５

　

豪
雨
な
ど
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

国
や
市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

① 

国
庫
災
害
復
旧
事
業　
農
地（
田
・
畑
）

お
よ
び
農
業
用
施
設
（
農
道
や
水
路

な
ど
）
の
う
ち
事
業
費
が
40
万
円
以

上
の
も
の
が
対
象
で
、地
元（
受
益
者
）

負
担
が
あ
り
ま
す
。

◆
基
本
負
担
率

・
農
地
の
場
合　

地
元
負
担
40
％
、
国

庫
補
助
50
％
、
市
補
助
10
％

・
農
業
用
施
設
の
場
合　

地
元
負
担
20

　

こ
の
植
物
を
植
え
た
り
広
げ
た
り
す

る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
生
き
た
ま
ま
移

動
さ
せ
る
、
保
管
す
る
な
ど
の
行
為
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

処
理
す
る
際
に
は
、
根
か
ら
引
き
抜

い
た
も
の
を
２
〜
３
日
天
日
に
さ
ら
し

て
枯
死
さ
せ
る
な
ど
し
た
後
で
可
燃
ご

み
の
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
日
に
出

オオキンケイギク

農地被災箇所

し
て
く
だ
さ
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
除

草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果
的
で
す
。
広

げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
種
子

を
つ
け
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

※ 

区
の
清
掃
活
動
な
ど
で
処
理
す
る
場

合
に
は
、
環
境
課
☎
０
９
６
８
（
25
）

７
２
１
７
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課

　

℡
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

％
、
国
庫
補
助
65
％
、
市
補
助
15
％

② 

菊
池
市
小
災
害
復
旧
事
業　

国
庫
補

助
の
対
象
と
な
ら
な
い
箇
所
に
つ
い

て
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
農
地
の
場
合　

１
カ
所
の
工
事
費
が

５
万
円
以
上
10
万
円
以
下
の
も
の
で
、

３
分
の
１
の
額
を
補
助

・
農
業
用
施
設
の
場
合　

１
カ
所
の
工

事
費
が
５
万
円
以
上
40
万
円
以
下
の

も
の
で
、
２
分
の
１
の
額
を
補
助

事
業
を
利
用
す
る
場
合　

①
・
②
ど
ち

ら
か
の
事
業
で
復
旧
を
希
望
す
る
場
合

は
、
各
区
長
の
と
り
ま
と
め
に
な
り
ま

す
の
で
、
災
害
発
生
３
日
以
内
に
災
害

箇
所
の
属
す
る
区
長
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
現
地
確
認
な
ど
を
し

て
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
区
長
へ
の
連
絡
は
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
災
箇
所
、
被
災
種
別
（
田
・
畑
・

農
道
・
水
路
な
ど
）、
被
災
規
模
（
延
長
・

高
さ
・
幅
な
ど
）、
耕
作
者
名
、
代
表
者

名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
２

家
庭
で
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ

節
電
！

　

家
庭
１
世
帯
当
た
り
年
間
平
均
消
費

電
力
量
は
約
５
９
５
１
k
W
h
で
、
① 

〜
⑩
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
１
年
間
の

消
費
電
力
を
約
10
％
削
減
で
き
、
家
計

で
は
約
２
万
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

（
出
典
： 

財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
２
０
１
１

年
版
環
境
立
県
推
進
課
換
算
）

　

節
電
・
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
は
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
く
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
ま
で
の
生
活
を
見
直
し
、
き
れ
い

な
地
球
環
境
と
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
も
、自
分
の
家
庭
に
合
っ

た
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
方
法
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

※
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

54Wの白熱電球 1灯の点灯時間を 1
日 1時間短縮した場合

42型液晶テレビを見る時間を１日１
時間減らした場合

詰め込んだ状態から半分にした場合

定格容量の４割を入れて洗う事から８
割にして洗濯回数を減らした場合

テレビ・エアコン・電子レンジ等の待
機時消費電力を削減した場合

ポットに満タンの水 2.2L を入れ沸騰さ
せ、1.2L を使用後、6時間保温状態に
した場合と、プラグを抜いて保温しない
で再沸騰させて使用した場合の比較

ショッピングに関して月 1回、自動車
から公共交通機関利用へ変更。往復距
離 20km、自動車の燃費 11.6km/L と
した場合。

外気温度 31度の時、エアコン（2.2kw）
の冷房設定温度を 27℃から 28℃にし
た場合（使用時間：9時間／日）

貯湯式の洗浄水の温度設定を年間一段
階下げた（中⇒弱）場合

発進時、5秒間で 20km/h 程度に加速
する、“ふんわりアクセル『eスタート』”
をした場合。

消費電力 54Wの白熱電球３個を同９
Wの LED電球に取り換え、毎日３時
間点灯した場合

5.5 合炊き炊飯ジャーの保温を１日６時
間やめた場合

日中の直射日光が部屋に入るのを防ぎ
エアコンの設定温度を上げることがで
きる。

1

2

6

10

3

7

11

4

8

12

5

9

13

人がいない部屋の
電気は消そう

テレビを見る時間を
減らそう

冷蔵庫はすっきり
使おう

洗濯物はまとめて、
回数を少なく使おう

使わない家電は
コンセントを抜こう

電気ポットのつけっ
ぱなしはやめよう

なるべく公共交通
機関を利用しよう

夏の冷房は、28度以
上にしよう

温水洗浄便座のふた
は閉め、洗浄水の温
度は低めにしよう

エコドライブを
心がけよう

LED や電球型蛍光
灯を使おう

炊飯ジャーの保温
時間を短くしよう

緑のカーテンに取組
もう（夏）

年間消費電力削減量
／19.7kWh

年間消費電力削減量
／43.1kWh

年間消費電力削減量
／43.8kWh

年間消費電力削減量
／5.9kWh

年間消費電力削減量
／113.0kWh

年間消費電力削減量
／107.5kWh

年間ガソリン削減量
／20.7㍑

年間消費電力削減量
／30.2kWh
扇風機を併用すれば
効果的です

年間消費電力削減量
／48.7kWh

年間ガソリン削減量
／83.6㍑

年間消費電力削減量
／147.8kWh

年間消費電力削減量
／31.5kWh

31 302012 July広報きくち2012 July広報きくち



各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

公共事業入札の公表
入札 (開札 ) 日：①②５月８日、③④５月 24日、⑤⑥５月 31日　　　　　　　　　　　　　　　　
番
号 工事名 工事場所 落札者 落札額 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格

① 平成 24年度小原深窪線道路改良及び
上部工工事 旭志麓 ㈱岩根商会 61,005,000 98.1% 11 旭志総合支所

産業建設課62,204,100

② 平成 24年度高永団地線道路改良工事 旭志川辺 ㈲岩根工業 53,634,000 98.0% 8 旭志総合支所
産業建設課54,740,700

③ 平成 23年度菊池市役所本庁舎耐震補
強建築工事 隈府 ㈱三牧建設工業 141,225,000 98.2% 7 都市整備課143,842,650

④ 平成 23年度菊池市役所本庁舎エレベ
ーター設置工事 隈府 ㈲石原工務店 20,254,500 98.5% 7 都市整備課20,564,250

⑤ 平成 23年度菊池市役所泗水総合支所
エレベーター設置工事 泗水町福本 ㈱水上工務店 22,186,500 98.6% 7 都市整備課22,509,900

⑥ 平成 23年度菊池市役所泗水総合支所
耐震補強建築工事 泗水町福本 ㈱斉藤工務店

27,242,250
99.0% 7 都市整備課27,518,400

入札 ( 開札 ) 日：①５月 17日、②５月 22日（条件付一般競争入札）
番
号 委託業務名 履行場所 落札者 落札額 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格

① 平成 24年度地籍測量業務（数値法）
委託

野間口の全部、
深川・西寺・
下河原・原の
一部

㈱十八測量設計
61,635,000

95.8% 10 地籍調査課
64,312,500

② 平成 24年度地域交流センター建設工
事設計業務委託 泗水町豊水 ㈱マック

11,526,480
60.0% 11 都市整備課19,210,800

※落札額が 1千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。

（税込・円）

（税込・円）

　

子
育
て
や
家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
、
体
の
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日

程
な
ど
を
伺
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
１
５
２
２

と　
き　
7
月
7
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

と
こ
ろ　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

（
山
鹿
市
山
鹿
5
1
1
）

参
加
費　
無
料

　

県
で
は
、
㈶
く
ま
も
と
テ
ク
ノ
産
業

財
団
に
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
、
も
の
づ

く
り
の
人
材
育
成
に
関
す
る
講
座
、
講

演
会
や
助
成
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容　
▼
企
業
な
ど
の
要
望

に
応
じ
た
社
員
研
修
や
講
座
の
紹
介
▼

社
員
教
育
の
た
め
に
必
要
な
技
術
や
技

能
の
指
導
者
の
紹
介
▼
社
員
、
生
徒
や

学
生
に
見
せ
た
い
専
門
的
な
現
場
や
他

と
き
・
内
容

・ 

７
月
８
日
㈰　

労
働
時
間
、
休
日
・

休
暇
（
年
休
な
ど
）
に
つ
い
て

・ 

８
月
12
日
㈰　

未
払
い
賃
金
（
未
払

い
残
業
代
）
に
つ
い
て

・ 

９
月
９
日
㈰　

解
雇
、
退
職
勧
奨
・

退
職
、
退
職
金
に
つ
い
て

・
時
間
帯　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
来
所
・
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
テ
ー
マ
以
外
の
相
談
も
受
け
ま
す
。

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家

族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

お
悩
み
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、「
も
の

忘
れ
相
談
」を
行
い
ま
す
。専
門
の
医
師
・

職
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。
ご
家
族
だ

け
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

と　
き　
７
月
23
日
㈪
〜
７
月
27
日
㈮

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

こ
こ
ろ
の
相
談

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会
（
交
流
会
）

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
！

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
７
月
25
日
㈬

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

企
業
の
工
場
見
学
な
ど
の
仲
介
▼
人
材

の
斡
旋
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
相
談
窓
口
、

Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を
紹
介
し
ま
す

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
く
ま
も
と
」　

http://w
w
w
.

km
t-ti.or.jp/job/

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
２
８
６
）
３
４
２
１

申
込
方
法　
会
場
で
当
日
受
付

内　

容　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）
の
人
と
そ
の

家
族
、
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
ス
ト

ー
マ
ケ
ア
（
各
種
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対

策
）
に
つ
い
て
の
相
談
会
（
交
流
会
）

問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
0
9
6
（
3
8
4
）
1
0
1
2

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

募
集

と　
き　
８
月
６
日
㈪

　
開
会　
午
前
９
時

と
こ
ろ　
旭
志
公
民
館

参
加
費　
無
料

表　
彰　
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位

申
込
期
限　
７
月
26
日
㈭

※ 

幼
・
保
・
小
・
中
学
生
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
奮
っ
て
参
加
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
部
旭
志
分
室

　
☎
０
９
６
８
（
37
）
３
１
１
１

　
F
A
X
０
９
６
８
（
23
）
３
０
７
７

第
21
回
子
ど
も
囲
碁
・
将
棋
大
会

相
談

　

土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士
が
、

不
動
産
の
相
続
や
隣
家
と
の
敷
地
の
境

界
な
ど
の
疑
問
や
悩
み
を
お
聞
き
し
ま

す
。
法
律
用
語
や
内
容
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相

談
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
無

料
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
４
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

・ 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10
階

会
議
室
７

・
熊
本
司
法
書
士
会
館

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

無
料
相
談
会

農
地
問
題
解
消
に
向
け
た
新
し
い

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
や

地
域
の
皆
さ
ん
で
話
合
い
、
将
来
の
集

落
（
地
域
）
の
中
心
と
な
る
経
営
体
や

農
地
の
管
理
（
利
用
）
方
法
な
ど
を
ま

と
め
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
っ

て
問
題
点
を
整
理
し
、
プ
ラ
ン
を
実
行

す
る
こ
と
で
「
人
と
農
地
の
問
題
」
を

解
決
し
ま
し
ょ
う
！　

な
お
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
農
業
者

は
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金　

新
規
就
農
者
に
、

農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る

ま
で
、
年
間
1
5
0
万
円
を
最
長
5
年

間
給
付
し
ま
す
。

・
対
象
者　
▼
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
り
、

そ
の
開
始
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
（
親
元
就
農
は
原
則
対
象
外
）

▼
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
人

農
地
集
積
協
力
金　
農
業
経
営
を
転
換

す
る
人
、
担
い
手
の
農
地
集
積
に
協
力

す
る
人
に
交
付
し
ま
す
。

・
対
象
者　
▼
土
地
利
用
型
農
業
（
米
・

麦
・
大
豆
な
ど
）
か
ら
経
営
転
換
す

る
農
業
者
▼
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者

▼
農
地
の
相
続
人

・
要
件　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
Ｊ
Ａ
菊
池
）
ま
た
は
農
地
保
有
合

理
化
法
人
（
県
農
業
公
社
）
に
対
し
、

全
て
の
自
作
地
を
貸
付
先
の
相
手
を

指
定
し
な
い
白
紙
委
任
す
る
人

・
交
付
単
価
（
戸
別
）

　

0
・
5
㌶
以
下　

30
万
円

　

0
・
5
㌶
超
2
・
0
㌶
以
下 

50
万
円

　

2
・
0
㌶
超　

70
万
円

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
金
利
負
担
軽
減

　

認
定
農
業
者
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

借
入
後
5
年
間
無
利
子
化
と
な
る
支
援

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課
農
政
係

　

☎
0
9
6
8
（
25
）
7
2
2
1
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

　

中
町
団
地
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
場
所　

菊
池
市
隈
府
86
番
地　

中

町
団
地
７
Ａ
棟
３
０
２
号

規　
格　
中
層
耐
５
階
建
て  

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　
１
戸

家　
賃　
　
５
万
５
０
０
０
円

入
居
資
格　
次
の
①
〜
⑤
の
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
。

① 

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
（
持
ち

家
が
な
い
こ
と
）。

② 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な

い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

③ 

入
居
申
込
み
を
し
た
日
に
お
け
る
月

額
所
得
の
合
計
が
15
万
8
千
円
以
上

48
万
7
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※ 

月
額
所
得
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

収
入
や
家
族
構
成
を
基
に
計
算
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
都
市
整
備
課
住

宅
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

市
営
住
宅
中
町
団
地
（
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

人
口
減
少
歯
止
め
策
の
一
つ
と
し
て
、

防
犯
・
防
災
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
空

き
家
の
有
効
活
用
に
よ
る
定
住
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
空
き
家
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
賃
貸
や
購
入
希
望
者
を
募

る
も
の
で
、
不
動
産
業
者
の
仲
介
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
と
協
力
協
定
を

結
ん
だ
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
協
力
協
定
を
結

び
、
空
き
家
調
査
や
移
住
者
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
影
響
も
あ
り
、
関
東
方

面
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
避
難
者
へ
の
移
住
支
援
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
空
き
家
を
所
有
ま
た

は
管
理
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

空
き
家
を
探
し
て
い
ま
す

菊池へ移住した人の声を紹介します

塚
つかざき
﨑英

ひで き
樹さん家族

◆移住したきっかけと経緯
　もともと実家は二人とも東京都内にあるのですが、子
どもが産まれてから住みやすい環境を求め、千葉県の茂
原市という外房に近い町に住んでいました。しかし原発
事故後、住みづらい環境になることが想像できたので、
一旦山梨県に退避した後、昨年の秋にご縁で菊池市に移
住しました。
　以前から漠然と九州の方に移住したい、とは思ってい
たのですが土地勘も地縁もほとんどありません。しかし
茂原に住んでいたときの友人家族が、ＮＰＯ法人21世紀
環境研究会のご支援で菊池市に移住していて、それを頼
りに菊池市に家を探しに来ました。
　ＮＰＯが用意してくださった空き家に滞在し、他の避
難者と共同生活をしているうちに、その住んでいた家を

購入することを決めました。NPOの皆さんには、他にも
地区の人へのごあいさつやいろいろな人をご紹介してい
ただき、大変お世話になりました。
◆移住しての感想や今後
　私どもの住む地区には、他に2軒の家族が移住してい
ます。地区の人には、大変ご親切にしていただき、会合
や行事に参加させていただいています。また移住者同士
の交流も盛んで、一緒に子育てをしたり手作り市の「マ
ルシェ」に参加したりしています。
　私の仕事がホームページの制作・管理で、今も関東圏
の仕事を引き続き行っていますが、今後は菊池市に貢献
できるような仕事をしたいと思っています。また子ども
たちに友達が増えるよう地域の行事などに遊びに出かけ、
楽しく菊池市に根付いていければと思っています。

⑤ 

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・ 

入
居
申
込
書
・
住
宅
状
況
申
告
書

（
都
市
整
備
課
住
宅
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
）

・
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

・
住
民
票
の
謄
本

・ 

平
成
24
年
度
市
県
民
税
・
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同

居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

・ 

未
納
が
な
い
証
明
書
（
18
歳
以
上
の

同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
。

未
納
が
な
い
証
明
書
が
発
行
で
き
な

い
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
人
は
平
成

23
年
度
納
税
証
明
書
）

該
当
す
る
人
の
み
必
要
な
も
の

・ 

年
金
手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
こ
れ
ら

の
写
し

・ 

同
居
予
定
者
が
婚
約
者
の
場
合
は
婚

約
証
明
書

申
込
期
間　
７
月
２
日
㈪
〜
７
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
５
時
必
着

そ
の
他

・ 

申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
て
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。
（
申
込
者
に

別
途
通
知
）

・ 

申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の

申
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
居
決
定

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

昨年の「英語の森・きくち」参加者の皆さん

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
楽
し
く
英
語

を
学
ぶ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
ゲ
ー
ム
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な

ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
！

　

日
頃
勉
強
し
て
い
る
英
語
を
使
っ
て
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
英
会
話

で
の
生
活
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
本
人
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
行
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
７
日
㈫
〜
８
月
10
日
㈮

と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家　

対　
象　
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

　
　
　
　
中
学
生　
　
　

定　

員　

小
学
生
30
人
・
中
学
生
30
人

参
加
料　
　
５
０
０
０
円

申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

「
英
語
の
森・き
く
ち
」参
加
者
募
集
！

申
込
方
法　
学
校
教
育
課
の
窓
口
に
あ

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
１

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
年
の
夏
は
、

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
菊
池
の
山
や
川
で

思
い
っ
き
り
遊
び
ま
せ
ん
か
？
冷
た
い

川
で
ヤ
マ
メ
を
つ
か
ま
え
た
り
、
涼
し

い
山
で
は
、
親
子
で
コ
ン
パ
ス
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
し
ま
す
。
お
弁
当
や
参
加
費

な
ど
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
役
所
・
各
総
合
支
所
の
窓
口
、

公
民
館
や
図
書
館
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て

児
童
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
特
別
企
画

「
川
で
遊
ぼ
う
！
山
で
遊
ぼ
う
！
」

参
加
者
募
集

　

起
業
家
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
充
実

の
施
設
で
徹
底
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
10
月
か
ら
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

こ
れ
か
ら
創
業
す
る
人
、
創

業
し
て
５
年
以
内
の
人

料　
金　
賃
料
無
料
、
共
益
費

　
　
　
　
２
万
円
／
月

所
在
地　
菊
池
市
七
城
町
甲
佐
町
74
番
地

１
（
七
城
総
合
支
所
敷
地
内
）

募
集
期
間

　
７
月
中
旬
〜
８
月
上
旬
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先　
（
財
）
く
ま
も
と
テ
ク

ノ
産
業
財
団
県
北
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6
8
（
36
）
9
5
1
1

熊
本
県
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

「
夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
県
北
」
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

う
ち
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
の
開
設
に
つ
い
て
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た

事
業
者
の
選
定
に
公
正
か
つ
公
平
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
公
募
に
よ
る
事
業

者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

・
事
業
種
別　
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

・
施
設
数　
　
１

・
圏　
域　
　
市
内

・
定　
員　
　
１
施
設
登
録
定
員

　
　
　
　
　
　
25
人
以
下

※ 

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
と
訪
問
看
護
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
通
所
・
訪

問
・
短
期
間
の
宿
泊
で
介
護
や
医
療
・

看
護
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

条　

件　

▼
平
成
25
年
度
内
の
開
設
予

定
で
あ
る
こ
と
▼
法
人
格
を
有
し
て
い

る
団
体
で
あ
る
こ
と
▼
事
業
を
実
施
す

る
土
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た

菊
池
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
募
集
し
ま
す

は
そ
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
▼
介
護
保

険
法
第
78
条
の
２
の
第
４
項
・
第
５
項

お
よ
び
１
１
５
条
の
12
の
第
２
項
・
第

３
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
▼
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
都
市
計
画
法
、

建
築
基
準
法
、
消
防
法
な
ど
の
関
連
法

規
を
遵
守
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と

受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈰
〜
８
月
31
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

申
請
書
の
様
式
配
布
や
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
支
援
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
５

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
で
遊
ぼ
う

・
と　
き　
７
月
31
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分　

・
と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
合

・
定　
員　
小
学
生
20
人

山
で
遊
ぼ
う

・
と　
き　
８
月
11
日
㈯　
午
前
10
時

・
と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家

・
定　
員　
小
学
生
親
子
20
組

申
込
期
限　
７
月
12
日
㈭　

※
応
募
者

多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

市
民
の
広
場

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ

た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
16
文
字
×
18
行
ま

で
掲
載
で
き
ま
す
。
投
稿
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
が
、
編
集
の
都
合
上
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

正
観
寺
地
蔵
祭
り

　
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事
。

地
域
の
風
習
や
歴
史
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
正
観
寺
の
子
ど
も
た
ち
が
心
を
込

め
て
地
蔵
様
12
体
を
祭
り
準
備
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
拝

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
７
月
21
日
㈯

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

と
こ
ろ　
正
観
寺
境
内
（
寺
の
馬
場
）

内　
容　
箱
庭
の
展
示
・
出
店

問
い
合
わ
せ
先　
ク
レ
メ
ン
ツ

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
３
５
０
７

科
学
の
祭
典

　
菊
池
の
子
ど
も
た
ち
へ
科
学
・
理
科
の

面
白
さ
や
楽
し
さ
を
広
め
る
た
め
、園
児・

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
科
学
の
祭
典
を

開
催
し
ま
す
。
面
白
い
実
験
や
ス
ラ
イ
ム

を
作
っ
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
21
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
隈
府
小
学
校　
冨と
み
た田

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
１
９
７

ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト
』

　
「
未
病
の
里　
菊
池
」
を
目
指
し
て
、
み

ん
な
で
ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と　
き　
７
月
17
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ヨ
ー
ガ
は
無
料
で
す
が
、
施
設
使
用

料
（
無
料
〜
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト　
田た
し
ろ代

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
４
９

　
☎
０
９
０
（
２
０
８
９
）
７
２
１
４

第
10
回
泗
水
苑
夏
祭
り

と　
き　
７
月
27
日
㈮

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泗
水
苑

内　
容　
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
ラ

ム
ネ
早
飲
み
大
会
な
ど
。
食
バ
ザ
ー
：
焼
き

鳥
、
焼
そ
ば
、
お
好
み
焼
き
、
か
き
氷
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泗
水
苑

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
６
６
８
０

　

弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
弓

道
は
、
心
と
体
を
鍛
え
、
礼
節
を
重
ん

じ
る
武
道
で
す
。

と　
き

◆
高
校
・
一
般　
毎
週
金
曜　
全
４
回

　
８
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

◆
小
中
学
生　
毎
週
火
曜　
全
４
回

　
８
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
市
営
弓
道
場

参
加
費　

無
料
（
弓
具
は
弓
道
協
会
で

準
備
し
ま
す
）

申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

・
菊
池
市
弓
道
協
会　
古ふ

る
い
ち市
利と
し
ゆ
き幸

　
☎
0
9
0
（
8
9
1
8
）
3
1
5
7

菊
池〝
ゆ
〞っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

弓道体験中の子どもたち
　

熊
本
ゆ
か
り
の
詩
人
（
小
説
家
・
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
）
伊い

藤と
う

比ひ

ろ

み
呂
美
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
企
画
し
運
営
す

る
た
め
、
企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
を
募
集
し
ま
す
。（
会
議
３
回
開
催
予

定
）
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

講
演
開
催
日　
10
月
６
日
㈯

申
込
期
限　
　
７
月
20
日
㈮

伊
藤
比
呂
美
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

詩
人
、
作
家
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

在
住
。
東
京
都
出
身
。
１
９
５
５
年
生

ま
れ
。

　

１
９
７
０
年
代
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
80

年
代
女
性
詩
ブ
ー
ム
を
牽
引
。
以
後
、

現
代
詩
の
み
な
ら
ず
小
説
、
エ
ッ
セ
イ

な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。

　

著
書
「
良
い
お
っ
ぱ
い
悪
い
お
っ
ぱ

い
」
で
、「
子
育
て
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
う

分
野
を
開
拓
し
、
母
親
た
ち
の
共
感
と

支
持
を
得
る
。
熊
本
文
学
隊
隊
長
と
し

て
も
活
躍
中
。
２
０
１
１
年
10
月
1
日

よ
り
熊
本
学
園
大
学
招
聘
教
授
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
５
７
２
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

danjo@
city.kikuchi.lg.jp　

企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
を

募
集
し
ま
す
！

試
験
種
別　
　

・
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

・
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
））

・
税
務
職
員
採
用
試
験

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
７
月
５
日
㈭
ま
で

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　
７
月
２
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈫

第
１
次
試
験　
９
月
９
日
㈰

　

詳
し
く
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
〒
８
１
２

－

０
０
１
３　
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
２

－

11

－

１

　
☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

　

自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
、
意
思
疎

通
能
力
を
身
に
付
け
た
い
な
ど
あ
な
た

「
頑
張
る
女
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
講
座
」
受
講
生
募
集
！

職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
消
防　
　
　
　
８
人
程
度

②
救
急
救
命
士　
２
人
程
度

試
験
内
容
（
第
１
次
試
験
）

　
筆
記
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

① 

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

② 

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３

年
法
律
第
36
号
）
に
よ
り
救
急
救
命

士
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

①
高
卒
程
度　
一
般
事
務　
２
人
程
度

②
高
卒
程
度
「
身
体
障
が
い
者
枠
」

　
　
　
　
　
　
一
般
事
務　
２
人
程
度

③
大
卒
程
度　
　
行　
政　

４
人
程
度

④
資
格
免
許
職　
保
健
師　
１
人
程
度

⑤
資
格
免
許
職　
社
会
福
祉
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
験
資
格

① 

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

② 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
▼
身

体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に
定
め
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題

お
よ
び
口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
▼
自
力
で

通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
遂

行
が
可
能
な
者

③ 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
▼
平

成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
ア 　

大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平

成
25
年
３
月
末
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

　
イ 　

市
長
が
ア
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

④ 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
▼
保

健
師
免
許
取
得
者
ま
た
は
採
用
時
ま

で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
者

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
採
用
試
験

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

⑤ 

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
▼
社

会
福
祉
士
免
許
取
得
者
ま
た
は
採
用

時
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
者

受
付
期
間　
７
月
23
日
㈪
〜
８
月
10
日
㈮

※
土
日
祝
日
を
除
く

試
験
日
・
会
場

　
１
次　
９
月
16
日
㈰　
菊
池
高
等
学
校

　
２
次　
10
月
下
旬
予
定　
菊
池
市
役
所

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
総
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
総

務
振
興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
電
子

申
請
で
申
し
込
む
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
市

役
所
お
よ
び
各
総
合
支
所
掲
示
板
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。　
　
　

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
総
務
課
職
員
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
４

試
験
日　
第
１
次
試
験　
９
月
16
日
㈰

　
　
　
　
第
２
次
試
験　
10
月
下
旬
予
定

試
験
会
場　
菊
池
高
等
学
校

受
付
期
間　
７
月
23
日
㈪
〜
８
月
10
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
６
（
２
３
２
）
９
３
３
１

を
輝
か
せ
て
く
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

「
自
分
に
似
合
う
色
の
効
果
」
と
「
楽
し

く
自
己
分
析
」
の
2
回
連
続
講
座
で
す
。

と　
き　
７
月
19
日
㈭

　
　
　
　
７
月
26
日
㈭

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館
２
階
中
研
修
室

講　
師　
山や

ま
口ぐ
ち
法の
り
子こ

さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で
原
則
全

回
受
講
で
き
る
人

定　
員　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
託
児
あ
り
。
事
前
予
約
必
要
・
無
料
。

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

託
児
の
有
無
を
記
入
の
上
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
・

電
子
メ
ー
ル
可
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

 

〒
8
6
1

－

1
3
9
2　

菊
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府
8
8
8
番
地

　
☎
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8
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1
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イベント
Ivent Information

７月16日
（祝）

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561
大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
中野クリニック（内・消・循） 菊池市 0968（25）5861
緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 096（248）8181

7月22日
（日）

たしろクリニック（胃・肛・消・内・ア・リハ） 大津市 096（340）3220
宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155
城間クリニック（整・リハ） 菊池市 0968（25）2506
堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455
ながた歯科 合志市 096（344）2385

7月29日
（日）

河野内科クリニック（内・呼・ア・消・循・小） 菊陽町 096（233）1717
古田医院（内・循） 菊池市 0968（25）2280
三隅胃腸科内科外科医院（胃・外・内） 合志市 096（248）6161
ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100
山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456
七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

８月５日
（日）

本多内科胃腸科医院（内・胃・消・呼・循） 菊陽町 096（232）2021
成松内科医院（内・呼・消・循） 合志市 096（345）5151
岸病院（外・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750
岩上眼科（眼） 大津市 096（293）2053
宮川歯科医院 合志市 096（248）5524

7月1日
（日）

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745
山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430
樽美外科整形外科医院（整・リハ） 大津町 096（293）2100
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500
わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

7月8日
（日）

古川医院（内・小・外） 菊陽町 096（232）1566
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
光の森脳神経外科内科（脳外・神内・内・放） 菊陽町 096（232）7711
岡山眼科（眼） 菊池市 0968（25）2209
ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777
きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

7月15日
（日）

ふじおか内科（内・消・循） 菊陽町 096（232）7550
郷胃腸科内科クリニック（胃・消・内・放・リハ） 菊池市 0968（38）2121
岩倉整形外科医院（整・形成・リハ・麻） 大津町 096（293）8888
なかがわ歯科医院 菊陽町 096（232）4755
アトム薬局 菊池市 0968（26）5888
高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

島
しま

　青
せいしろう

士朗くん
（１歳○泗　永）
父：和廣さん　母：望実さん

パ
パ
い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う

H23年
７月８日
生まれ

西
にしおか

岡　優
ゆうが

雅ちゃん
（３歳○菊　花房台）
父：幸治さん　母：雅さん

幼
稚
園
で

み
ん
な
と
遊
ぶ
の
が

大
好
き
で
す
。

H21年
７月20日
生まれ

入
いりえ

江　夏
な な

奈ちゃん
（２歳○菊　北原）
父：辰徳さん　母：陽子さん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ

い
の
お
て
ん
ば
娘

な
な
ち
ゃ
ん
で
す
♡

H22年
７月14日
生まれ

田
たなべ

邊　涼
りょうせい

誠くん
（２歳○菊　大琳寺）
父：誠さん　母：裕美さん

H22年
７月11日
生まれ

パ
パ
、ゆ
う
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
☺
こ
れ
か
ら
も

ぼ
く
と
遊
ん
で
ね
♡

坂
さかもと

本　京
きょうすけ

介くん
（３歳○泗　薬師）
父：拡次さん　母：恵美さん

じ
ゅ
ん
に
い
、い
つ
も
あ

そ
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
!!
だ
い
す
き
だ
よ
〜
！

H21年
７月15日
生まれ

中
なかやま

山　杏
あんず

ちゃん
（１歳○菊　木柑子）
父：正巳さん　母：満理子さん

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね

H23年
７月19日
生まれ

山
やまもと

本　航
こうた

大くん
（１歳○菊　中町）
父：翔さん　母：佳代さん

日
ひおき

置　果
か ほ

歩ちゃん
（１歳○泗　富の原西）
父：治尊さん　母：泉さん

吉
よしだ

田　瑞
みずき

希ちゃん
（２歳○旭　平）
父：秀一さん　母：淳子さん

は
る
な
お
姉
ち
ゃ
ん

仲
良
く
遊
ぼ
う
ね

H22年
７月９日
生まれ

田
たなか

中　蒼
そうた

大くん
（２歳○菊　高野瀬）
父：明さん　母：悠香さん

H22年
７月27日
生まれ

じ
っ
ち
ゃ
ん
、ば
ー

ち
ゃ
ん　

ま
た
あ
そ

び
に
行
く
け
ん
ね
!!

髙
たかき

木　奏
そうすけ

佑くん
（２歳○菊　北原）
父：岳彦さん　母：昭子さん

H22年
７月10日
生まれ

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ

ん
に
な
る
よ
！
優
兄

と
も
仲
良
く
ね
♡

児
こだま

玉　凛
りん

ちゃん
（３歳○泗　桜山４）
父：龍太さん　母：秋子さん

H21年
７月15日
生まれ

お
手
伝
い
が
大
好
き
♡

お
兄
ち
ゃ
ん
も

大
好
き
♡

H23年
７月27日
生まれ

H23年
７月13日
生まれ

毎
日
ニ
コ
ニ
コ

笑
顔
で
元
気
で
す

お
に
い
ち
ゃ
ん
、
い

つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ネ
♡

城
じょう

　和
かず ま

摩くん
（３歳○七　砂田西団地）

優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん

と
、や
ん
ち
ゃ
な

弟
で
す
。

H21年
７月16日
生まれ

工
くどう

藤　佑
ゆうだい

太くん
（１歳○泗　三万田）

７
月
か
ら
保
育
園
に

通
い
は
じ
め
ま
す

H23年
7月15日
生まれ

城
じょう

　智
さと し

崇くん
（１歳○七　砂田西団地）
父：哲也さん　母：直子さん

工
くどう

藤　亨
こうだい

太くん
（１歳○泗　三万田）
父：竜介さん　母：香織さん

い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
る
ぞ
！

み
ん
な
仲
良
く

あ
そ
ぼ
う
ね

H23年
７月５日
生まれ

僕たちは兄 弟 僕たちは双 子

わくわく健康教室

と　き　①７月 26日（木）　午前９時～午後１時
　　　　②８月 23日（木）　午前 10時～午後１時
ところ　熊本再春荘病院　
対象者　小学生
テーマ　あつまれ元気にやせたい小学生
問い合わせ先　熊本再春荘病院　☎ 096（242）1000

第 18回七城映画の日

　例年の映画上映のほか、ステージイベントや夜市なども
あります。
と　き　７月 28日（土）　午後５時 30分
ところ　七城鴨川公園（雨天時は七城体育館）
映　画　「ドラえもんのび太と奇跡の島」
内　容　 KMT48 ステージショー、くまモン体操、お楽し

み抽選会など
問い合わせ先　菊池市商工会青年部七城支部
　　　　　　　☎ 0968（25）1669

第４回森林自然観察・体験教室
（産山村ヒゴタイ公園）
　森林インストラクターの案内で、阿蘇の原野を散策しな
がら、いろいろな草花を観察し、草原と森林の成り立ちな
どを学びます。
と　き　８月 19日（日）　午前 10時～午後２時
ところ　ヒゴタイ公園キャンプ場（阿蘇郡産山村田尻 771）
定　員　40人
申込方法　氏名、年齢、住所、電話番号を記載し、はがき、
FAX、電子メールでお申し込みください。電話での受付は
していません。
問い合わせ・申込先　〒 862-8570（住所記載不要）
　熊本県森林整備課みどり推進班
　☎ 096（333）2441　FAX096（383）7704
　メールアドレス　shinrinseibi@pref.kumamoto.lg.jp

再春荘健康講座

　地域住民の皆さんの健康づくりに役立つように、定期的
に公開することとなりました。当院の専門医が最新の医療
情報を織り交ぜながら、病気に対する診断と治療や予防法
について分かりやすく解説して、悩みや疑問にもお答えし
ます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　７月 22日（日）　午後１時
ところ　熊本再春荘病院　地域医療研修センター
演　題　 第１回「あなたの膝は大丈夫ですか」

　 　 　 　ー健康寿命を伸ばそうー
講　師　熊本再春荘病院整形外科　米

よねむら

村憲
けんすけ

輔
問い合わせ先　熊本再春荘病院　☎ 096（242）1000

すくすく座談会開催

　今月は、０歳～６歳（未就学児）を子育て中の保護者の
座談会を開催します。健康推進課の桐

きりはら

原保健師を招き、子
育てや健康に関する具体的なお話もあります。たくさんの
参加をお待ちしています。
と　き　７月 11日（水）
　　　　午前 10時 30分～午前 11時 30分
ところ　菊池市児童センター幼児室（西部市民センター内）
問い合わせ先　菊池市児童センター
　　　　　　　☎ 0968（25）2627

～開館記念日～
「和菓子作りワークショップ」開催！

　開館 15年を迎えた泗水図書館を和菓子でお祝いしまし
ょう！講師に開

か わ せ り

懐世利六
ろっかしょう

菓匠の片
かたおか

岡圭
けいすけ

介さんをお迎えして
お話や和菓子を一緒に作ります。
と　き　８月１日（水）１回目　午後１時 30分
　　　　　　　　　　　２回目　午後３時
ところ　泗水図書館　　定　員　各回 20人
参加費　500円（材料費）
問い合わせ・申込先　泗水図書館　☎ 0968（38）6866

「古代への旅
古代体験まつり・スタンプラリー 2012」

　肥後古代の森協議会では、夏休みに菊池川流域の菊池・
和水・山鹿・鹿央・菊鹿の５地区でイベントを実施します。
ぜひご参加ください。
➊「古代への旅　古代体験まつり」
　菊池地区では遺跡の発掘体験を予定しています。
と　き　７月 21日（土）午前・午後各１回
内　容
地区 体験

メニュー 定員 事前
申込 参加費 問い合わせ

申込先 備　考

山鹿 かざぐるま
づくり なし 要 100円 山鹿市立博物館 タオル持参

菊池 遺跡発掘
体験

各回
20人 要 無料 菊池市生涯学習課

文化振興係
場所：菊池市出田
発掘調査現場

鹿央 水鉄砲
づくり なし 要 200円 山鹿市鹿央

教育分室 タオル持参

菊鹿 ネイチャー
ゲーム なし 不要 無料 山鹿市菊鹿

教育分室 場所：鞠智城

和水 トンカラリン
探検 なし 要 無料 和水町教委文化係 場所：江田船山古

墳公園駐車場

募集対象　小学生（保護者含む）
受付期間　７月２日（月）～７月 13日（金）
※ 定員になり次第締め切りますので、早めに申し込みくだ
さい。
問い合わせ・申込先　生涯学習課文化振興係（中央公民館内）
　　　　　　　　　　☎ 0968（25）1672
➋「古代への旅　スタンプラリー 2012」
　スタンプを集めて応募すると、各地区の特産品詰め合わ
せセットが 20人に当たります。
期　間　７月 21日（土）～８月 26日（日）
内　容
地区 スタンプ設置場所 探訪コース

山鹿 山鹿市立博物館
山鹿市鍋田 2085

山鹿市立博物館、チブサン古墳
オブサン古墳

菊池 わいふ一番館
菊池市隈府１番地 菊池神社、将軍木、松囃子能場

鹿央 熊本県立装飾古墳館
山鹿市鹿央町岩原 3085

装飾古墳館（横山古墳）
康平寺、岩原古墳群

菊鹿 歴史公園鞠智城・温故創生館
山鹿市菊鹿町米原 443-1 鞠智城跡、隈部氏館、相良観音

菊水 和水町歴史民俗資料館
和水町江田 302肥後民家村内

トンカラリン、江田船山古墳
肥後民家村

※ イベント内容の詳細は、近日学校で配布予定のチラシを
ご覧ください。また内容は変更になる可能性もあります。
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